
広報たかさご

□医療費控除の明細書
（医療費控除を受ける人）
※　医療費の領収書は、５年間自宅
で保管する必要があります。
※　申告会場では、領収書のみでの
受け付けはできません。必ず医療
費控除の明細書を作成し、持参し
てください。

□収入金額や必要経費が分かる領収
書や伝票など
　（営業・農業・不動産所得者）

□振込先の口座番号（本人名義）が
分かるもの
　（所得税及び復興特別所得税の還
付申告者）

□昨年の申告書類の控えなど

対　象
 2 月16日㈫　　　　　　
 2 月17日㈬　　　　　　
 2 月18日㈭　　　　　　
 2 月19日㈮　　　　　　
 2 月22日㈪　　　　　　
 2 月24日㈬～ 3月15日㈪
※　土・日曜日を除く。

と　き
令和 2年に、阿弥陀公民館で相談を受けた人
令和 2年に、シルバー人材センターで相談を受けた人
令和 2年に、文化会館で相談を受けた人
令和 2年に、総合体育館で相談を受けた人
令和 2年に、北浜公民館で相談を受けた人

令和 2年に、市役所南庁舎で相談を受けた人

早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
告
・
相
談
会
場
の
お
知
ら
せ

　

従
来
、
阿
弥
陀
公
民
館
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
文
化

会
館
、
総
合
体
育
館
、
北
浜
公

民
館
で
も
申
告
相
談
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
各
会
場
で
十
分
な
社
会
的

距
離
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
市
役
所
南
庁
舎
の
み
の
実

施
と
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
可
能
な

限
り
次
の
日
程
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※　

次
の
日
程
は
、
混
雑
に
よ

る
感
染
リ
ス
ク
を
で
き
る
限

り
避
け
る
た
め
の
も
の
で
あ

と　

き

　

2
月
16
日
㈫
〜
3
月
15
日
㈪

※　

土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

受
付
時
間

　

9
時
〜
11
時
、
13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
南
庁
舎

※　

混
雑
状
況
な
ど
に
よ
り
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
や
、
申
告
・
相
談
受
付
を

り
、
対
象
の
相
談
者
を
優
先

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

申
告
・
相
談
期
間
内
の
別
の

日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

来
場
の
際
の
注
意
点

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
こ

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
体
調
が
優
れ
な
い
人
は
来
場

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

◇
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
受
付
で

氏
名
、連
絡
先
、当
日
の
体
温

な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
筆
記
用
具
、
計
算
器
具
な
ど

は
で
き
る
だ
け
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
会
場
に
は
、
申
告
す
る
人
が

一
人
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

介
助
を
要
す
る
な
ど
の
理
由

で
、
複
数
人
で
来
場
す
る
場

合
も
、
必
要
最
小
限
の
人
数

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※　

ご
協
力
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
来
場
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※　

今
後
の
状
況
に
よ
り
、
申

告
相
談
を
一
時
中
断
ま
た
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
に
つ
い
て

　

市
民
税
・
県
民
税
（
兼
国
民

健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
）
申
告
書
は
、
市
民

税
課
、
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
・
市
民
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
で
も
取
り
出
せ
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、

郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
で
き

る
限
り
郵
送
で
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
（
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書

は
、
加
古
川
税
務
署
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
）

市
・
県
民
税
の申

告
が
必
要
な
人

　

令
和
3
年
1
月
1
日
現
在
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、令
和
2
年

中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得
の

み
の
人
や
、
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
次
の
人
は
申
告
が
必

要
で
す
。

◇
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な

い
◇
給
与
の
他
に
家
賃
や
地
代
、

農
業
な
ど
の
所
得
が
あ
り
、

そ
の
合
計
額
が
20
万
円
以
下

※　

20
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　

所
得
が
な
か
っ
た
人
で
も
、

市
・
県
民
税
課
税
証
明
書
が
必

要
な
人
は
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
が
か
か
ら

な
い
人
で
も
、
医
療
費
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

申
告
が
必
要
な
人

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
加
入
者
は
、
令

和
2
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

場
合
で
も
、国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申

告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
所
得
金
額
が
少

な
い
世
帯
や
被
保
険
者
に
適
用

さ
れ
る
保
険
料
の
軽
減
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
市
・
県
民
税
の
申

告
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
や
、

給
与
支
払
報
告
書
、
公
的
年
金

等
支
払
報
告
書
を
市
に
提
出
し

て
い
る
人
は
、
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

税などの申告のお知らせ

市
・
県
民
税
、

　

国
民
健
康
保
険
料
・

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　
　

申
告
と
申
告
相
談

◇
市
・
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
税
課　
　

☎
4
4
3
・
9
0
1
5

◇
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

国
保
医
療
課　

☎
4
4
3
・
9
0
7
2

必要なもの◇　
税
な
ど
の
申
告
の
お
知
ら
せ

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

□申告書

□マイナンバー（個人番号）と本人
確認ができる書類

□印鑑

□源泉徴収票（原本）
　（給与所得者、公的年金などの受
給者）

□控除を受けるための証明書
　（社会保険料、生命保険料、地震
保険料の証明書など）
※　国民年金の保険料と国民年金基
金の掛け金は、日本年金機構また
は各国民年金基金が発行した証明
書類が必要です。

所
得
税
及
び

　
　

復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
会
場

と　

き

　

2
月
16
日
㈫
〜
3
月
15
日
㈪

　

9
時
〜
16
時

※　

土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

※　

2
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰
は

実
施
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

ニ
ッ
ケ
パ
ー
ク
タ
ウ

ン
本
館
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

申
告
・
納
税
期
限

◇
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　

3
月
15
日
㈪

◇
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
（
個
人
事
業
者
）3

月
31
日
㈬

申
告
書
の
作
成
・
送
信
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申

告
書
作
成
会
場
、
税
務
署
内
の

混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
自
宅

な
ど
か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る

申
告
書
な
ど
の
作
成
・
送
信
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
な
ど
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
・

送
信
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

よ
る
申
告
も
可
能
で
す
。
詳
し

く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

来
場
の
際
の
注
意
点

◇
期
間
中
は
、
加
古
川
税
務
署

庁
舎
内
に
申
告
書
作
成
会
場

は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

◇
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券

は
、
会
場
入
り
口
で
当
日
発

行
を
行
う
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
利
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

事
前
発
行
で
き
ま
す
。

◇
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
当
日
は

筆
記
用
具
や
計
算
器
具
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
体
調
が
優
れ
な
い
人
は
入
場

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◇
駐
車
料
金
は
4
時
間
ま
で
無

料
で
す
。

◇
会
場
で
は
納
税
で
き
ま
せ
ん
。

近
く
の
金
融
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得
者

で
も
、
次
の
人
は
申
告
が
必
要

で
す
。

◇
給
与
の
収
入
金
額
が
2
、
0

0
0
万
円
を
超
え
る

◇
給
与
を
1
カ
所
か
ら
受
け
て

い
て
、
給
与
及
び
退
職
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20

万
円
を
超
え
る

◇
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
て
、
年
末
調
整
を
し

な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額

と
、
給
与
・
退
職
以
外
の
所

得
金
額
と
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る

　

ま
た
、
令
和
2
年
中
の
所
得

の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除
（
基

礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
を

差
し
引
い
た
額
に
対
す
る
所
得

税
額
が
、
配
当
控
除
額
と
年
末

調
整
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
額
の
合
計
額
を
超
え
る
次
の

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

◇
商
売
な
ど
、
個
人
で
事
業
を

営
ん
で
い
る

◇
家
賃
、
地
代
な
ど
の
不
動
産

所
得
が
あ
る

◇
土
地
や
建
物
を
売
却
し
、
譲

渡
所
得
が
あ
る

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

が
戻
っ
て
く
る
人（
還
付
申
告
）

　

給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
会
社
員
な

ど
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

は
、
確
定
申
告
に
よ
り
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
が
戻
っ

て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
令
和
2
年
の
途
中
で
退
職
し

た
後
に
就
職
し
て
お
ら
ず
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い

◇
10
万
円
、
ま
た
は
総
所
得
金

額
等
の
5
％
の
い
ず
れ
か
少

な
い
方
の
金
額
を
超
え
る
医

療
費
を
支
払
っ
た

◇
災
害
や
盗
難
な
ど
に
よ
っ
て

住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け

た
◇
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
家

屋
の
新
築
や
購
入
、
増
改
築

を
し
た（
一
定
の
要
件
あ
り
）

　

「
県
民
緑
税
」
（
県
民
税
均

等
割
の
超
過
課
税
）
の
課
税
期

間
を
令
和
7
年
度
ま
で
5
年
間

延
長
し
ま
す
。

県
民
緑
税
と
は

　

兵
庫
県
で
は
、
県
民
共
通
の

財
産
で
あ
る
「
緑
」
の
保
全
・

再
生
を
社
会
全
体
で
支
え
、
県

民
総
参
加
で
取
り
組
む
仕
組
み

と
し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。

活
用
事
業　

災
害
に
強
い
森
づ

く
り
、
県
民
ま
ち
な
み
緑
化

事
業

税　

率　

個
人
800
円

　
　
　
　
（
年
額
）

※　

詳
し
く
は
、
兵
庫
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

所
得
税
及
び

　
　

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

加
古
川
税
務
署　
　

☎
4
2
1
・
2
9
5
1

県
民
緑
税
の
実
施
期
間
延
長

　　申告に　P

至 姫路 至 明石

P
P

商店街商店街

ベ
ル
デ
モ
ー
ル

百貨店百貨店百貨店

国道2号線(東行き)

JR加古川駅

加古川税務署

大川町交差点

小門口交差点

P

ニッケパークタウン

10時まではこの入り口を
ご利用ください｡
10時まではこの入り口を
ご利用ください｡



広報たかさご

　

3
月
か
ら
、
医
療
機
関
や
薬
局

な
ど
の
窓
口
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
医
療
保
険
の
資
格
確
認
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
事
前
の
登
録
手

続
き
を
行
え
ば
、
従
来
の
健
康
保

険
証
と
は
別
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※　

事
前
の
登
録
（
初
回
登
録
）

手
続
き
は
、
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
」
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る

医
療
機
関
や
薬
局
は
、
厚
生
労

働
省
や
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

従
来
通
り
健
康
保
険
証
で
も

受
診
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
登
録
し
た
場
合
で
も
、
現
在
の

健
康
保
険
証
は
従
来
通
り
使
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
な
く
て
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
健
康
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
導
入

さ
れ
て
い
な
い
医
療
機
関
や
薬
局

な
ど
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
通
り
、
健

康
保
険
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
導
入

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
不
明
な

場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
の
両
方
を
持
参
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
結
果
は
、
3
月
下
旬
に

通
知
し
ま
す
。

※　

検
査
項
目
、
検
査
方
法
、
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
詳
し
く
は
、
各

検
査
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※　

脳
ド
ッ
ク
助
成
は
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
み

公
開
抽
選（

申
込
多
数
の
場
合
の
み
）

と　

き　

2
月
26
日
㈮

◇
国
民
健
康
保
険

　

11
時
〜

◇
後
期
高
齢
者
医
療

　

11
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
南
庁
舎
5
階

①被保険者証番号
②郵便番号
③住所
④氏名（フリガナ）
⑤生年月日
⑥性別
⑦電話番号
⑧希望検査機関名
⑨胃の検査方法
　(胃透視または胃カメラ)
⑩希望コース（ 1日か 1泊 2日)
⑪第 1・第 2希望月を記入

【人間ドックに申し込みの場合】

申し込みはがきの記入例

人間ドック
(国保または後期を記入)

【脳ドックに申し込みの場合】

①被保険者証番号
②郵便番号
③住所
④氏名（フリガナ）
⑤生年月日
⑥性別
⑦電話番号
⑧希望検査機関名
⑨第 1・第 2希望月を記入

脳ドック

国
保
医
療
課
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

マイナンバーカードが
健康保険証として
利用できるように
なります

ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
助
成
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す

　

高
砂
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
で
は
、
被
保
険
者
の

健
康
の
保
持
と
病
気
の
早
期
発
見

の
た
め
、
ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※　

受
診
日
は
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

　

2
月
1
日
㈪
〜
18
日
㈭
必
着

申
込
方
法　

は
が
き
（
1
人
1
枚

1
コ
ー
ス
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
国
民
健
康
保
険
の
人

は
国
保
給
付
係
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
人
は
医
療
係
（
い
ず
れ

も
〒
676

-

8501　

荒
井
町
千
鳥
1

-

1

-

1
）
ま
で

◇国民健康保険に関すること
　国保給付係　☎443-9020
◇後期高齢者医療に関すること
　医療係　☎443-9021

※　⑩、⑪は国民健康保険の人のみ記入

ご存じですか？
ドックの助成制度

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

◇　
国
保
医
療
課
か
ら
の

　
　　
　
　
　

お
知
ら
せ

自己負担額

国保助成額

検査費用

 1 泊 2 日コース  1 日コース

国民健康保険　人間ドックの助成

66,000円

30,000円

36,000円

44,000円

20,000円

24,000円

自己負担額

国保助成額

検査費用

市民病院 森脇神経内科

国民健康保険　脳ドックの助成

50,600円

23,000円

27,600円

44,000円

20,000円

24,000円

自己負担額

後期助成額

検査費用

 1 日コース

後期高齢者医療　人間ドックの助成

44,000円

20,000円

24,000円

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
　

ド
ッ
ク
助
成

と　

き　

上
半
期
（
4
〜
9
月
）

※　

下
半
期
は
8
月
ご
ろ
に
募
集

※　

申
込
結
果
に
記
載
さ
れ
て
い

る
日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
は
不
要
で
す
。

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

◇
4
月
1
日
時
点
で
、
高
砂
市
国

民
健
康
保
険
に
6
カ
月
以
上
継

続
加
入
し
て
い
る

◇
受
診
日
時
点
で
、
35
歳
以
上
74

歳
以
下
（
75
歳
に
到
達
す
る
人

は
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
受
診

可
）

◇
保
険
料
完
納
世
帯

※　

同
じ
年
度
内
に
特
定
健
診
、

集
団
健
診
、
健
康
診
査
、
各
が

ん
検
診
を
受
け
る
人
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク

検
査
機
関　

市
民
病
院

　
　
　
　
　

高
砂
西
部
病
院

検
査
項
目　

内
科
診
察
、
血
圧
測

定
、
肺
活
量
測
定
、
検
便
採
尿
、

採
血
、
心
電
図
検
査
、
胸
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
、
胃
透
視
ま
た

は
胃
カ
メ
ラ
、
腹
部
超
音
波
検

査（
胆
の
う
、肝
臓
、腎
臓
、膵
臓
、

脾
臓
）、
甲
状
腺
超
音
波
検
査
、

眼
底
写
真
、
眼
圧
測
定
、
糖
負

荷
試
験（
1
泊
2
日
の
み
）な
ど

受
診
日
・
定
員

●
市
民
病
院

　
【
1
日
コ
ー
ス
】

　

受
診
日　

男
性　

金
曜
日

　
　
　
　
　

女
性　

木
曜
日

　

定　

員　

男
性　

60
人

　
　
　
　
　

女
性　

60
人

　
【
1
泊
2
日
コ
ー
ス
】

　

受
診
日　

月
・
火
曜
日

　

定　

員　

男
性　

15
人

　
　
　
　
　

女
性　

10
人

●
高
砂
西
部
病
院

　
【
1
日
コ
ー
ス
】

　

受
診
日　

月
・
水
・
木
・
金
曜
日

　

定　

員　

男
性　

15
人

　
　
　
　
　

女
性　

15
人

脳
ド
ッ
ク

検
査
機
関　

市
民
病
院

　
　
　
　
　

森
脇
神
経
内
科

検
査
項
目　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
検

査
、
頚
椎
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、

頚
動
脈
超
音
波
検
査
、
心
電
図
、

血
液
検
査
、
尿
検
査
、
神
経
学

的
検
査
、
診
察

※　

頚
椎
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
市

民
病
院
の
み

受
診
日
・
定
員

●
市
民
病
院

　

受
診
日　

金
曜
日

　

定　

員　

40
人

●
森
脇
神
経
内
科

　

受
診
日　

月
・
水
曜
日

　

定　

員　

40
人

後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　
　
　
　

ド
ッ
ク
助
成

と　

き　

4
月
〜
令
和
4
年
2
月

※　

受
診
券
が
到
着
後
、
直
接
病

院
に
受
診
日
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

◇
市
内
在
住
の
兵
庫
県
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者

※　

年
度
途
中
で
75
歳
に
到
達
す

る
人
は
、
誕
生
日
か
ら
受
診
可

◇
保
険
料
完
納
者

※　

同
じ
年
度
内
に
後
期
高
齢
者

医
療
健
康
診
査
、
各
が
ん
検
診

を
受
け
る
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

※　

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
は
あ
り
ま

せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク

検
査
機
関　

市
民
病
院

　
　
　
　
　

高
砂
西
部
病
院

検
査
項
目　

内
科
診
察
、
血
圧
測

定
、
肺
活
量
測
定
、
検
便
採
尿
、

採
血
、
心
電
図
検
査
、
胸
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
、
胃
透
視
ま
た

は
胃
カ
メ
ラ
、
腹
部
超
音
波
検

査（
胆
の
う
、肝
臓
、腎
臓
、膵
臓
、

脾
臓
）
、
甲
状
腺
超
音
波
検
査
、

眼
底
写
真
、
眼
圧
測
定
な
ど

定　

員　

50
人

受
診
日

●
市
民
病
院

　
【
1
日
コ
ー
ス
】

　
　

男
性　

金
曜
日

　
　

女
性　

木
曜
日

●
高
砂
西
部
病
院

　
【
1
日
コ
ー
ス
】

　
　

月
・
水
・
木
・
金
曜
日

※　

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
間
ド

ッ
ク
は
1
日
コ
ー
ス
の
み



広報たかさご

と　

き　

月
・
火
・
木

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

各
6
組

内　

容

◇
月
曜
日

　

8
日　

集
ま
れ
！
1
歳
児

　

15
日　

パ
フ
リ
ン
グ
で
遊
ぼ
う

　

22
日　

赤
ち
ゃ
ん
わ
ら
べ
う
た

◇
火
曜
日　

　

9
日　

2
歳
か
ら
の
集
い

　

16
日　

子
育
て
ホ
ッ
ト
タ
イ
ム

◇
木
曜
日

　

4
日　

新
聞
紙
で
遊
ぼ
う

　

25
日　

お
話
大
好
き

子育て支援センター

　　　　　　　の催し

申込方法
電話で子育て支援センター

☎442－2242まで

つ
ど
い
の
広
場

　
　
　

2
月
の
親
子
遊
び

北部子育て

　支援センターの催し

申込方法
電話で北部子育て支援センター

☎433－8866まで

と　

き　

水
・
金

　
　
　
　

10
時
〜
11
時　
　

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

各
6
組

内　

容

◇
水
曜
日

　

10
日　

集
ま
れ
！
1
歳
児

　

17
日　

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

　

24
日　

運
動
遊
び
を
楽
し
も
う

◇
金
曜
日

　

5
日　

サ
イ
コ
ロ
で
遊
ぼ
う

　

12
日　

赤
ち
ゃ
ん
わ
ら
べ
う
た

　

19
日　

2
歳
か
ら
の
集
い

　

26
日　

わ
ら
べ
う
た
で
遊
ぼ
う

つ
ど
い
の
広
場

　
　
　

2
月
の
親
子
遊
び

持
ち
物　

お
茶

申
込
日　

2
月
15
日
㈪
・
16
日
㈫

と　

き　

2
月
18
日
㈭

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

6
組　
 

持
ち
物　

お
茶

申
込
期
間　

2
月
8
日
㈪
〜
10
日
㈬

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
♪
つ
ど
い

と　

き　

2
月
24
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー　

対　

象　

2
月
生
ま
れ
の
就
園
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

6
組

2
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

　

10
時
30
分
と
14
時
30
分
に
親
子

遊
び
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

2
月
10
日
㈬

　

10
時
〜
11
時
、
14
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね
1
歳
3
カ
月

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

各
6
組

申
込
期
間　

2
月
4
日
㈭
〜
6
日
㈯

赤
ち
ゃ
ん
の
日

と　

き　

2
月
15
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

6
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
日　

2
月
8
日
㈪

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

◇
読
み
聞
か
せ

　

18
日
㈭　

10
時
〜
11
時

◇
お
は
な
し
会

　

22
日
㈪　

10
時
〜
11
時

定　

員　

各
6
組

2
月
の
お
は
な
し
ル
ー
ム

と　

き　

2
月
8
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

内　

容　

作
っ
て
遊
ぼ
う

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

6
組　
　

持
ち
物　

お
茶

申
込
期
間　

2
月
3
日
㈬
〜
5
日
㈮

わ
く
わ
く
パ
ー
ク

子育て支援室からのお知らせ

びび

のの

びび

のの ややすす
かかここ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

◇　
子
育
て
支
援
室
か
ら
の

　
　　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

高砂市子ども食堂

認証団体を募集します

子育て支援課
☎443－9024

ひとり親世帯

臨時特別給付金の

申請はお済みですか

子育て支援課
☎443－9024

　

市
の
要
件
を
満
た
す
子
ど
も
食

堂
を
、
「
高
砂
市
子
ど
も
食
堂
」

と
し
て
認
証
・
登
録
し
ま
す
。
認

証
団
体
は
、
次
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
子
ど
も
食
堂
の
開
催
や
活
動
情

報
の
市
民
へ
の
周
知

◇
子
ど
も
食
堂
に
関
す
る
各
種
情

報
の
提
供

◇
寄
付
を
受
け
た
食
材
の
提
供

◇
公
民
館
で
子
ど
も
食
堂
を
開
催

す
る
場
合
の
使
用
料
の
減
免

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
子
育

て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
、
公
的
年
金

給
付
な
ど
を
受
け
て
い
る
こ
と
に

よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
人
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
家
計

が
急
変
し
収
入
が
大
き
く
減
少
し

た
人
に
対
し
て
、
臨
時
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
12
月
11
日
か

ら
、
基
本
給
付
と
合
わ
せ
て
再
支

給
分
も
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

受
給
に
は
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。
申
請
が
ま
だ
の
人
は
、
期

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額

◇
基
本
給
付　

1
世
帯
5
万
円

※　

第
2
子
以
降
は
1
人
に
つ
き

3
万
円

◇
追
加
給
付　

1
世
帯
5
万
円

◇
再
支
給
分　

基
本
給
付
と
同
額

申
請
期
間　

〜
2
月
28
日
㈰

※　

申
請
者
の
状
況
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
食
堂
と
は

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
目

的
に
、
地
域
の
子
ど
も
や
保
護
者

な
ど
に
対
し
食
事
な
ど
の
提
供
を

行
う
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
が
地
域
の
人

々
と
触
れ
合
い
、
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
と
し
て
開
設
し
て
い

ま
す
。

申
請
方
法
や
提
出
書
類
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
子
育
て

支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 2 月 8 日㈪・22日㈪　13時～15時30分
※　要予約（定員 3人）

子育て支援室の相談窓口

高砂市子ども食堂

ひとり親家庭相談

相談名 内　容 と　き ところ 問合先
仕事や資格、生活のさまざ
まな悩みごとの相談

月～金曜日　 9時～17時
※　夜間相談(要予約)　17時～19時

西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎443－9024

家庭環境や子育ての相談 月～金曜日　 9時～17時 西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎442－2260

臨床心理士による個別相談 西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎442－2260

保育施設利用に関する相談や
一時預かりなどの情報提供

月～金曜日
　9時～12時、13時～17時

西庁舎 2階
幼児保育課

幼児保育課
☎443－9025

こどもホットライン

子育て相談

保育施設利用者
支援相談
◇児童虐待防止24時間ホットライン（中央こども家庭センター内）　☎078－921－9119

児童手当 2月期（10月～ 1月分）は 2月15日㈪に振り込みます｡

まーぶる子供食堂 第 1火曜日 ☎080－
　4020－8835

☎090－
　2119－7359

☎070－
　4110－3153

☎080－
　6217－1580

☎446－0061

☎080－
　6104－8086

☎080－
　1434－6130

☎080－
　2512－5861

子ども　無料
大　人　300円

神爪 1丁目 5－24
　　　寺本ビル 2階

県民交流広場
　　　　 そね.com

阿弥陀町地徳275－8
または阿弥陀公民館

高砂公民館

伊保町中筋1242－1

中筋公民館

曽根町443－2

中央公民館
　　　兼伊保公民館

子ども　無料
大　人　300円

子ども　無料
大　人　300円

子ども　無料
大　人　300円

子ども　無料
大　人　300円

子ども　無料
大　人　200円

子ども　無料
高校生以上　300円

子ども　200円
大　人　300円

第 1日曜日

毎月 1回
(土・日、祝日)

第 1土曜日

第 4土曜日

第 3土曜日

第 3日曜日

第 4金曜日

きっずきっちんそね

おかげ村子ども食堂

わくわく食堂

こどもっこランド

みんなの食堂

こども食堂ようき

おちゃのま食堂
ひだまり

名　称 と　き ところ 料　金 問合先

※　新型コロナウイルス感染症の影響により、開催を見合わせる場合があります。開催日時など
詳しくは、各子ども食堂にお問い合わせください。

び

の

び

の やす
かこ



広報たかさご

た
か
さ
ご
偉
人
伝

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
機
能

緊
急
時
の
駆
け
付
け

　

機
器
や
非
常
用
ペ
ン
ダ
ン
ト

の
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
警

備
会
社
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
り
ま
す
。
機
器
を
通
し

て
安
否
確
認
な
ど
を
行
い
、
救

急
や
地
域
の
協
力
体
制
に
よ
る

速
や
か
な
援
助
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
宅
に
警
備
会
社
の

警
備
員
も
駆
け
付
け
ま
す
。

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
専

用
機
器
を
自
宅
に
設
置
す
る
こ

と
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
が
自
宅
で
急
病
や
け
が
を

し
た
と
き
に
、
す
ぐ
に
通
報
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

ら
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
水

分
の
補
給
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
に

よ
る
室
温
の
調
整
な
ど
の
注
意

を
促
し
ま
す
。

救
急
情
報
登
録

　

あ
ら
か
じ
め
高
齢
者
の
か
か

り
つ
け
医
や
既
往
症
な
ど
の
情

報
を
登
録
し
て
お
き
、
救
急
搬

送
時
に
救
急
隊
員
に
伝
え
ま
す
。

日
常
の
健
康
相
談

　

機
器
の
相
談
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
警
備
会
社
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
な
ど
が
、
24
時
間
体
制
で
高

齢
者
の
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
読
み
上
げ

　

地
震
や
自
然
災
害
な
ど
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル
や
訓
練
メ
ー
ル

を
受
信
す
る
と
、
機
器
が
内
容

を
読
み
上
げ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

熱
中
症
注
意
喚
起
（
音
声
）

　

熱
中
症
指
数
が
高
く
な
り
危

険
な
状
態
に
な
る
と
、
機
器
か

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は

　

市
で
は
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
専
用
機
器
と
非
常
用
ペ
ン

ダ
ン
ト
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。

対　

象

◇
65
歳
以
上
の
健
康
に
不
安
の

あ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

◇
要
介
護
認
定
3
以
上
の
人
が

い
る
高
齢
者
の
み
の
世
帯

申
込
方
法　

申
請
書
と
誓
約
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

高
年
介
護
課
ま
で

※　

申
請
書
と
誓
約
書
は
、
高

年
介
護
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
取

り
出
せ
ま
す
。

※　

設
置
に
は
固
定
電
話
回
線

が
必
要
で
す
。

※　

利
用
者
負
担
基
準
に
応
じ

て
、
設
置
時
の
み
費
用
負
担

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
月
々
の
利
用
料
や
、

撤
去
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

　
　
　
　

設
置
す
る
に
は

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

　
　

設
置
し
ま
せ
ん
か
？

高
年
介
護
課　

☎
4
4
3
・
9
0
2
6

緊急時の駆け付け緊急時の駆け付け 救急情報登録救急情報登録 ⽇常の健康相談⽇常の健康相談

緊急時の駆け付けと健康相談などをセットにした⾒守りサービスです

ボタンを押したときに警備員が駆け付けますボタンを押したときに警備員が駆け付けます

警備員が駆け付け警備員が駆け付け

緊急速報メール読み上げ緊急速報メール読み上げ

緊急速報メールを受信すると⾳声変換し緊急速報メールを受信すると⾳声変換し
読み上げます読み上げます

救急搬送時に既往症などの情報を救急隊員に救急搬送時に既往症などの情報を救急隊員に
伝えます伝えます

【貸与機器】

相談ボタンを押すと健康相談を受けられます相談ボタンを押すと健康相談を受けられます

熱中症注意喚起（⾳声）熱中症注意喚起（⾳声）

熱中症指数が⾼くなると⾳声で注意喚起します熱中症指数が⾼くなると⾳声で注意喚起します

かかりつけ医かかりつけ医
既往症情報既往症情報

読み上げ読み上げ
⾼波が来ます⾼波が来ます!

避難してくださ難してください!

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

◇　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

◇　
日
本
遺
産　

◇　
た
か
さ
ご
偉
人
伝

ご
存
じ

で
す
か
？

日

本

遺

産

最
終
回
「
高
砂
市
の
日
本
遺
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て（
後
編
）」

　

高
砂
市
高
砂
町
は
、
町
並
み

そ
の
も
の
が
「
日
本
遺
産
」
に

選
ば
れ
た
、
歴
史
が
息
づ
く
美

し
い
町
並
み
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
日
本
遺

産
の
町
並
み
を
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◀
北
前
船
が
寄
港
し
た
高
砂
港

の
物
流
を
担
っ
た
高
砂
堀
川

遺
構

〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜

◀
北
前
船
が
高
砂
港
に
入
る
目

印
と
し
て
い
た
常
夜
灯
（
高

砂
神
社
）

　

今
回
の
高
砂
市
ゆ
か
り
の
人

物
は
、
美
濃
部
達
吉
で
す
。

　

達
吉
は
明
治
6（
1
8
7
3
）

年
に
高
砂
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
優
秀
だ
っ
た

達
吉
は
、
高
砂
小
学
校
か
ら
現

在
の
県
立
小
野
高
等
学
校
で
あ

る
小
野
中
学
校
に
進
み
ま
す
。

そ
の
後
、
東
京
帝
国
大
学
に
進

学
し
、
法
律
や
憲
法
を
学
び
、

優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
内
務
省
を
1
年
で

退
職
し
、
最
新
の
西
洋
の
法
律

や
憲
法
の
理
論
な
ど
を
学
ぶ
た

め
、
海
外
へ
留
学
し
ま
す
。

　

達
吉
は
、
3
年
間
の
留
学
を

経
て
、
東
京
帝
国
大
学
に
戻
り
、

助
教
授
・
教
授
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
一
橋
大
学
で
あ

る
東
京
高
等
商
業
学
校
で
も
教

壇
に
立
ち
、
法
学
・
憲
法
学
の

分
野
で
多
く
の
後
進
の
育
成
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

大
正
元（
1
9
1
2
）年
に
は
、

自
身
の
著
書
で
あ
る
『
憲
法
講

話
』
の
中
で
、
「
天
皇
機
関

説
」
を
発
表
し
、
日
本
の
政
治

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

昭
和
7（
1
9
3
2
）年
に
は
、

議
員
に
任
命
さ
れ
、
国
会
に
活

躍
の
場
を
移
し
ま
す
。
し
か
し
、

次
第
に
達
吉
が
提
唱
し
た
「
天

皇
機
関
説
」
の
考
え
が
非
難
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
議
員
辞
職

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
当
時

の
達
吉
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
手

紙
が
愛
媛
県
で
見
つ
か
り
、
そ

の
手
紙
は
令
和
2
年
11
月
に
高

砂
市
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
憲
法
改
正
作
業
が
行

わ
れ
、
公
職
に
復
帰
し
た
達
吉

は
、
憲
法
問
題
に
携
わ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
も
、
新
し
い
日
本
国

憲
法
の
研
究
を
続
け
、憲
法
施
行

の
翌
年
の
昭
和
23（
1
9
4
8
）

年
に
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

高
砂
公
民
館
に
は
、達
吉
と
達

吉
の
息
子
の
功
績
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
資
料
が
『
美

濃
部
親
子
文
庫
』
と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
憲
法
学
の
権
威
、
気
骨
の
法
学
者　

美み

濃の

部べ

達た
つ

吉き
ち

」

〜
高
砂
市
ゆ
か
り
の
人
物
を
知
る
〜

た
か
さ
ご

た
か
さ
ご
偉
人
伝

偉
人
伝

　

最
終
回
は
、
高
砂
市
の
日
本

遺
産
構
成
文
化
財
で
あ
る
「
高

砂
堀
川
遺
構
」
と
「
常
夜
灯
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

前
回
紹
介
し
た
工
楽
松
右
衛

門
旧
宅
の
東
側
に
は
、
北
前
船

が
寄
港
し
た
高
砂
港
の
物
流
を

担
っ
た
高
砂
堀
川
遺
構
が
あ
り

ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た

堀
川
護
岸
の
石
垣
や
、舟
か
ら
荷

物
を
揚
げ
降
ろ
し
す
る
雁が
ん

木ぎ

と

い
う
階
段
な
ど
、
船
着
場
の
遺

構
が
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、北
前
船
が
寄
港
し
た

高
砂
港
の
近
く
に
は
謡
曲
「
高

砂
」
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
高
砂

神
社
が
あ
り
、
境
内
に
は
、
北

前
船
が
高
砂
港
に
入
る
目
印
と

し
て
い
た
石
造
の
常
夜
灯
が
現

在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊急時の駆け付け 救急情報登録 ⽇常の健康相談

ボタンを押したときに警備員が駆け付けます

警備員が駆け付け

緊急速報メール読み上げ

緊急速報メールを受信すると⾳声変換し
読み上げます

救急搬送時に既往症などの情報を救急隊員に
伝えます

相談ボタンを押すと健康相談を受けられます

熱中症注意喚起（⾳声）

熱中症指数が⾼くなると⾳声で注意喚起します

かかりつけ医
既往症情報

読み上げ
⾼波が来ます!

避難してください!



広報たかさご

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か

年

金

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

少
な
く
な
ỳ
た
り
ỏ
受
け
取
れ

な
く
な
ỳ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
Ố

保
険
料
の
支
払
い
方
法 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

◇
現
金
ớ
納
付
書
Ờ

　

金
融
機
関
ỏ
郵
便
局
ỏ
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

支
払
え
ま
す
Ố

◇
口
座
振
替

◇
ク
レ
ジ
ỽ
ト
カ
ồ
ド

前
納 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納

制
度
が
あ
り
ま
す
Ố
口
座
振
替

に
す
る
と
ỏ
最
も
割
引
が
大
き

く
な
り
ま
す
Ố

●
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ỽ
ト

 

カ
ồ
ド
で
の
前
納
申
込

持
ち
物

◇
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の

◇
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
と

届
出
印
ớ
口
座
振
替
の
人
Ờ

◇
ク
レ
ジ
ỽ
ト
カ
ồ
ド
ớ
ク
レ

ジ
ỽ
ト
カ
ồ
ド
払
い
の
人
Ờ

し
め
切
り

◇
2
月
末
ớ
2
年
前
納
ỏ
1
年

前
納
ỏ
6
カ
月
前
納
ớ
4
月

Ỗ
9
月
分
Ờ
Ờ

加
古
川
年
金
事
務
所

☎
4
2
7
・
4
7
4
0

市
民
課
国
民
年
金
係

☎
4
4
3
・
9
0
2
2

老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
は
な
い

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

国
民
年
金
の
給
付

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

老
後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老

齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
ỏ
思

わ
ぬ
事
故
な
ど
に
よ
り
障
が
い

が
残
ỳ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
や
ỏ
生
計
を
維
持
し
て
い
る

人
が
亡
く
な
ỳ
た
と
き
の
遺
族

基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
Ố

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
ỏ
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
Ố

保
険
料
の
納
付
に
は 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

期
限
が
あ
り
ま
す

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

保
険
料
は
ỏ
納
期
限
か
ら
2

年
間
を
経
過
す
る
と
納
付
で
き

ま
せ
ん
Ố
保
険
料
が
納
付
さ
れ

な
い
と
ỏ
受
給
す
る
年
金
額
が

◇
8
月
末
ớ
6
カ
月
前
納
ớ　
10

月
Ỗ
翌
年
3
月
Ờ
Ờ

申
込
方
法　

直
接
年
金
事
務
所

ま
た
は
各
金
融
機
関
ま
で

※　

口
座
振
替
の
場
合
ỏ
早
割

ớ
当
月
末
振
替
Ờも
選
べ
ま
す
Ố

月
　々

円
割
引
さ
れ
ま
す
Ố

50

が
ん
検
診
・ 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

 

検
診
無
料
ク
ồ
ポ
ン
券

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

対
象
者
に
ỏ
令
和
2
年
5
月

下
旬
に
ク
ồ
ポ
ン
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
Ố
例
年
ỏ
有
効
期
限

ớ
2
月　

日
​
Ờ
前
は
大
変
混

27

み
合
い
ỏ
受
診
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
Ố

　

転
入
な
ど
で
無
料
ク
ồ
ポ
ン

券
を
持
ỳ
て
い
な
い
対
象
者
は
ỏ

保
健
セ
ン
タ
ồ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

対　

象

◇
子
宮
頸
が
ん　
　

歳
の
女
性

21

◇
乳
が
ん　
　

歳
の
女
性

41

◇
大
腸
が
ん　
　

歳
の
人

41

◇
肝
炎
ウ
イ
ル
ス　
　

・　

・

41

46

　

・　

・　

・　

・　

歳
で
ỏ

51

56

61

66

71

市
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受

診
歴
の
な
い
人

※　

令
和
3
年
4
月
1
日
時
点

の
年
齢

歯
周
病
検
診
・ 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

Ỗ
令
和
3
年
2
月
末
日

と
こ
ろ　

播
磨
歯
科
医
師
会
指

定
医
療
機
関

※　

令
和
2
年
4
月
に
送
付
の

個
別
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

検
診
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
指
定
医
療

機
関
ま
で

※　

指
定
医
療
機
関
一
覧
ỏ
受

診
券
は
ỏ
母
子
手
帳
発
行
時

に
配
布
し
て
い
ま
す
Ố

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

不
妊
・
不
育
症
の
検
査
・
治

療
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
Ố

ừ
一
般
不
妊
治
療
費
・

不
育
症
治
療
費
Ử

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と

◇
法
律
上
の
夫
婦
で
ỏ
該
当
す

る
治
療
期
間
・
申
請
日
に
市

内
に
住
所
が
あ
る

◇
治
療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
が

　

歳
未
満
で
あ
る

43
◇
夫
婦
の
前
年
の
所
得
が
合
算

し
て　

万
円
未
満
で
あ
る

730

◇
夫
婦
と
も
に
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る

◇
夫
婦
と
も
に
市
税
の
滞
納
が

な
い

申
請
期
間　

1
回
の
治
療
終
了

後
6
カ
月
以
内

ừ
特
定
不
妊
治
療
費
Ử

　

対
象
が
異
な
る
た
め
ỏ
詳
し

く
は
ỏ
県
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
ớ
市
へ
の
申
請
に

は
ỏ
県
承
認
決
定
通
知
の
写
し

が
必
要
で
す
Ờ
Ố

※　

必
ず
事
前
に
保
健
セ
ン
タ 

ồ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

機
関
ま
で

●
歯
周
病
検
診

　

内　

容　

問
診
ỏ
口
腔
診
査
ỏ

歯
の
ク
リ
ồ
ニ
ン
グ

　

対　

象　
　

・　

・　

・　

40

50

60

70

歳
の
市
民

　

※　

令
和
3
年
3
月　

日
時

31

点
の
年
齢

●
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診

　

内　

容　

問
診
ỏ
口
腔
診
査

　

対　

象　
　

・　

歳
の
市
民

75

80

　

※　

令
和
2
年
4
月
1
日
時

点
の
年
齢

妊
婦
歯
科
健
診 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

妊
娠
中
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
や
つ
わ
り
の
影
響
で
歯
周
病

に
な
り
や
す
く
ỏ
悪
化
す
る
と

早
産
や
低
体
重
児
出
産
の
リ
ス

ク
も
高
ま
り
ま
す
Ố
安
定
期
に

歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
Ỷ
う
Ố

と
こ
ろ　

播
磨
歯
科
医
師
会
指

定
医
療
機
関

内　

容　

問
診
ỏ
口
腔
診
査
ỏ

歯
の
ク
リ
ồ
ニ
ン
グ

対　

象　

受
診
日
に
高
砂
市
に

住
民
票
が
あ
る
妊
婦

※　

妊
娠
期
間
中
に
1
回
の
み

健
診
料　
　

円
500

持
ち
物　

妊
婦
歯
科
健
診
受
診

券
ớ
青
色
Ờ
ỏ
母
子
健
康
手

帳
ỏ
健
康
保
険
証

申
込
方
法　

電
話
で
指
定
医
療

健

康

保
健
セ
ン
タ
ồ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

検
ớ
健
Ờ
診 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

年
齢
ỏ
性
別
に
よ
り
ỏ
受
け

ら
れ
る
項
目
が
異
な
り
ま
す
Ố

詳
し
く
は
ỏ
保
健
セ
ン
タ
ồ
だ

よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ừ
個
別
が
ん
検
診
な
ど
Ử

と
こ
ろ　

市
内
実
施
医
療
機
関

検
診
項
目

◇
大
腸
が
ん
検
診

◇
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

◇
子
宮
が
ん
検
診

◇
乳
が
ん
検
診

持
ち
物　

健
康
保
険
証
ỏ
健
康

お
守
り
カ
ồ
ド

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
実
施
医
療
機
関
ま
で

※　
　

歳
以
上
の
人
は
無
料

75
保
健
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
3
6

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

年
金
・
健
康
・
安
全
安
心

情
報
け
い
じ
ば
ん

い
ま
す
Ố
期
限
が
切
れ
た

ク
ồ
ポ
ン
券
も
そ
の
ま
ま
使

え
ま
す
Ố

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

助
成
券
交
付
後
ỏ
市
内
の
協

力
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
Ố
助
成
券
の
期
限
は
ỏ
3

月　

日
 
で
す
Ố

31
対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

◇
風
し
ん
に
か
か
ỳ
た
こ
と
が

な
い

◇
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
な
い

◇
妊
娠
を
予
定
・
希
望
す
る
女

性
ỏ
ま
た
は
妊
婦
の
同
居
家

族
助
成
額　

上
限
5
ỏ
0
0
0
円

※　

1
人
1
回
の
み

申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ồ
ỏ

市
民
課
ỏ
各
市
民
サ
ồ
ビ
ス

コ
ồ
ナ
ồ
・
市
民
コ
ồ
ナ
ồ

ま
で

※　

保
健
セ
ン
タ
ồ
以
外
で
申

請
し
た
場
合
ỏ
助
成
券
発
行

に
1
週
間
程
度
必
要
で
す
Ố

※　

妊
婦
の
同
居
家
族
の
場
合
ỏ

母
子
健
康
手
帳
の
提
示
が
必

要
で
す
Ố

※　

接
種
前
1
カ
月
と
接
種
後

2
カ
月
は
避
妊
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
Ố

食
育
教
室　

も
ぐ
も
ぐ
の
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

3
月
9
日
 

　
　
　
　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

12

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

内　

容　

離
乳
食
ớ
5
Ỗ
8
カ

月
児
Ờ
の
調
理
実
習

定　

員　
　

人
12

一
時
保
育　
　

人
12

※　

無
料
ỏ
要
予
約

※　

ミ
ル
ク
ỏ
オ
ム
ツ
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
Ố

参
加
費　
　

円
400

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
ỏ
エ

プ
ロ
ン
ỏ
三
角
巾
ỏ
ふ
き
ん

2
枚
ỏ
筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ồ
ま
で

※　

市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
も
ỏ

離
乳
食
づ
く
り
の
動
画
を
配

信
し
て
い
ま
す
Ố

健
や
か
な
毎
日
を 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

す
ご
す
た
め
の
料
理
教
室

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

3
月　

日
 

17

　
　
　
　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

12

と
こ
ろ　

阿
弥
陀
公
民
館

テ
ồ
マ　

減
塩
で
糖
尿
病
予
防

定　

員　

9
人

参
加
費　
　

円
700

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
ỏ
三
角
巾
ỏ

ふ
き
ん
ỏ
筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ồ
ま
で

安

心

全
安

風
し
ん
第
1
期
・
第
2
期 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

定
期
接
種
ớ
子
ど
も
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

接
種
期
間

◇
第
1
期　

1
歳
の
誕
生
日
前

日
Ỗ
2
歳
の
誕
生
日
前
日

◇
第
2
期　

6
歳
に
な
る
年
度

の
4
月
1
日
Ỗ
翌
年
3
月　
31

日
ớ
就
学
前
の
1
年
間
Ờ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

感
染
症
と
定
期
予
防
接
種

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

予
防
接
種
は
ỏ
決
し
て
ủ
不

要
不
急
Ứ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

医
療
機
関
で
は
感
染
予
防
対
策

に
努
め
て
い
る
の
で
ỏ
安
心
し

て
予
防
接
種
を
予
定
通
り
に
受

け
て
く
だ
さ
い
Ố

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
ủ
特
別
の
事
情
Ứ

に
よ
り
ỏ
予
防
接
種
法
で
定
め

ら
れ
た
接
種
期
間
を
過
ぎ
て
し

ま
ỳ
た
人
は
ỏ
保
健
セ
ン
タ
ồ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

山
火
事
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

消
防
本
部
予
防
課

☎
4
4
8
・
4
0
1
9

　

今
の
時
季
は
ỏ
空
気
が
乾
燥

し
ỏ
強
風
時
に
は
火
災
が
発
生

し
や
す
く
ỏ
火
災
に
な
る
と
大

火
と
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
Ố

　

林
野
火
災
は
ỏ
た
き
火
や
た

ば
こ
な
ど
の
人
の
不
注
意
が
原

因
で
発
生
し
て
い
ま
す
Ố
林
野

周
辺
の
住
民
や
入
山
者
は
ỏ
特

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
Ố

◇
枯
れ
草
な
ど
が
あ
り
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
ỏ

た
き
火
を
し
な
い
Ố

◇
火
気
の
使
用
後
に
そ
の
場
を

離
れ
る
と
き
は
ỏ
完
全
に
消

火
す
る
Ố

◇
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
ỏ
火

気
に
十
分
注
意
す
る
Ố

◇
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所

で
喫
煙
し
ỏ
吸
い
が
ら
は
必

ず
消
し
ỏ
投
げ
捨
て
し
な
い
Ố

◇
火
遊
び
は
し
な
い
Ố

ら
身
を
ủ
守
る
Ứ

◇
サ
イ
バ
ồ
セ
キ
ỿ
リ
テ
ỹ
対

策
を
ủ
続
け
る
Ứ

ひ
Ỷ
う
ご
防
犯
ネ
ỽ
ト

高
砂
警
察
署

☎
4
4
2
・
0
1
1
0

危
機
管
理
室

☎
4
4
3
・
9
0
0
8

　

身
近
な
地
域
で
発
生
す
る
犯

罪
情
報
や
防
犯
情
報
な
ど
を
ỏ

県
警
察
本
部
が
メ
ồ
ル
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
Ố

配
信
内
容　

子
ど
も
ỏ
痴
漢
ỏ

振
り
込
め
詐
欺
ỏ
路
上
強
盗

ひ
ỳ
た
く
り
ỏ
そ
の
他
の
事

件
な
ど
の
情
報
ỏ
県
警
か
ら

の
お
知
ら
せ

登
録
方
法　

次
の
ア
ド
レ
ス
に

空
メ
ồ
ル
し
ỏ
ひ
Ỷ
う
ご
防

犯
ネ
ỽ
ト
か
ら
の
返
信
メ
ồ

ル
の
案
内
に
従
ỳ
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
Ố
ひ
Ỷ
う
ご
防

犯
ネ
ỽ
ト
ト
ỽ
プ
ペ
ồ
ジ
か

ら
で
も
登
録
で
き
ま
す
Ố

ワ
ク
チ
ン
で
風
し
ん
を

　
　
　

予
防
し
ま
し
Ỷ
う

保
健
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
3
6

　

風
し
ん
は
ỏ
成
人
が
感
染
す

る
と
症
状
が
重
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
妊
娠
初
期

の
妊
婦
が
感
染
す
る
と
ỏ
生
ま

れ
て
く
る
子
ど
も
の
目
や
耳
ỏ

心
臓
に
障
が
い
が
起
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
Ố

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

第
5
期
風
し
ん
定
期
接
種

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

対
象
者
に
は
ỏ
無
料
ク
ồ
ポ

ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
ớ
紛

失
し
た
場
合
は
再
発
行
可
Ờ
Ố

　

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
は
ỏ

全
国
の
実
施
医
療
機
関
な
ど
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

　

予
防
接
種
は
ỏ
抗
体
検
査
の

結
果
ỏ
十
分
な
量
の
抗
体
が
な

い
と
判
明
し
た
人
の
み
実
施
し

ま
す
Ố
抗
体
検
査
で
十
分
な
量

の
抗
体
が
な
い
と
判
明
し
た
場

合
は
ỏ
早
め
に
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
Ố

対　

象　

昭
和　

年
4
月
2
日

37

Ỗ
昭
和　

年
4
月
1
日
に
生

54

ま
れ
た
男
性

※　

ク
ồ
ポ
ン
券
の
期
限
は
3

月　

日
 
ま
で
延
長
さ
れ
て

31

サ
イ
バ
ồ
セ
キ
ỿ
リ
テ
ỹ
月
間

2
月
1
日
Ỗ
3
月　

日
18

高
砂
警
察
署

☎
4
4
2
・
0
1
1
0

サ
イ
バ
ồ
セ
キ
ỿ
リ
テ
ỹ
へ
の

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

関
心
を
高
め
ま
し
Ỷ
う

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

不
審
な
メ
ồ
ル
に
よ
る
情
報

漏
え
い
被
害
や
個
人
情
報
の
流

出
な
ど
を
防
ぐ
に
は
ỏ
次
の
こ

と
が
大
切
で
す
Ố

◇
Ｉ
Ｔ
リ
ス
ク
な
ど
の
情
報
を

ủ
知
る
Ứ

◇
セ
キ
ỿ
リ
テ
ỹ
上
の
脅
威
か

support@police.pref.
hyogo.lg.jp



広報たかさご

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

　

優
良
運
転
者
と
し
て
金
賞
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ỏ
次
の
要

件
を
満
た
す
人
は
ỏ
交
通
安
全

協
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

◇
高
砂
交
通
安
全
協
会
の
会
員

◇
金
賞
受
賞
後
引
き
続
き
運
転

に
従
事
し
ỏ
営
業
用
車
は
3

年
以
上
ỏ
自
家
用
車
は
5
年

以
上
ỏ
原
動
機
付
自
転
車
は

　

年
以
上
経
過
し
て
い
る

10
◇
禁
固
以
上
の
刑
を
受
け
た
こ

と
が
な
い

◇
過
去
5
年
以
上
無
事
故
無
違

反
で
あ
る

持
ち
物　

高
砂
交
通
安
全
協
会

会
員
証
ỏ
運
転
免
許
証
ỏ
印

鑑
ỏ
無
事
故
・
無
違
反
証
明

申
請
手
数
料　

円
670

申
込
期
間

　

2
月
1
日
 
Ỗ　

日
 

26

　

9
時
Ỗ　

時
17

※　

土
・
日
ỏ
祝
日
を
除
く
Ố

優
良
運
転
者
表
彰
特
例
制
度 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

長
期
間
安
全
協
会
加
入
者ớ　
30

年
以
上
Ờ
は
ỏ
別
途
基
準
を
満

た
せ
ば
ỏ
最
初
か
ら
金
正
賞
の

申
請
が
で
き
ま
す
Ố
詳
し
く
は
ỏ

る
と
田
ん
ぼ
や
畑
ỏ
個
人
宅

な
ど
に
な
ỳ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
Ố

◇
事
業
者
へ
の
連
絡
方
法
を
確
認

　

連
絡
方
法
が
問
い
合
わ
せ
フ 

Ỽ
ồ
ム
や
フ
リ
ồ
メ
ồ
ル
だ

け
に
な
ỳ
て
い
る
場
合
は
利

用
を
控
え
ま
し
Ỷ
う
Ố

◇
利
用
規
約
を
確
認

　

偽
サ
イ
ト
の
利
用
規
約
な
ど

に
は
不
審
・
不
当
な
記
載
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

◇
サ
イ
ト
が
適
切
に
機
能
し
て

い
る
か
を
確
認

　

偽
サ
イ
ト
は
ỏ
リ
ン
ク
が
う

ま
く
機
能
し
な
い
ỏ
決
済
が

ス
ム
ồ
ズ
に
進
ま
な
い
な
ど

の
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

◇
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
に
直
接

問
い
合
わ
せ
る

　

購
入
前
に
問
い
合
わ
せ
を
行

い
ỏ
返
信
の
有
無
ỏ
日
本
語

の
字
体
・
文
章
表
現
な
ど
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
Ỷ
う
Ố

事
例 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

◇
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
で
検
索
し

た
家
電
メ
ồ
カ
ồ
の
サ
イ
ト

か
ら
ỏ
掃
除
機
な
ど
3
点
を

ク
レ
ジ
ỽ
ト
カ
ồ
ド
決
済
で

購
入
し
た
が
ỏ
送
ら
れ
て
き

た
も
の
は
ス
カ
ồ
フ
だ
ỳ
た
Ố

事
業
者
へ
何
度
か
連
絡
し
た

が
ỏ
返
事
が
な
い
Ố

◇
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
で
検
索
し

た
サ
イ
ト
か
ら
ソ
フ
Ỹ
を
注

文
し
た
Ố
そ
の
後
の
注
文
完

了
メ
ồ
ル
で
商
品
は
海
外
か

ら
届
く
と
分
か
ỳ
た
Ố
届
い

た
も
の
は
ỏ
ソ
フ
Ỹ
で
は
な

く
ỏ
マ
フ
ラ
ồ
だ
ỳ
た
Ố

ア
ド
バ
イ
ス 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

正
規
の
販
売
サ
イ
ト
を
模
倣

し
た
偽
サ
イ
ト
に
よ
る
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
Ố
偽
サ
イ

ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
場
合
ỏ

い
ỳ
た
ん
事
業
者
と
連
絡
が
取

れ
な
く
な
ỳ
て
し
ま
う
と
ỏ
返

消
費
生
活
セ
ン
タ
ồ　

☎
4
4
3
・
9
0
7
8

金
な
ど
の
被
害
回
復
が
大
変
困

難
に
な
り
ま
す
Ố
そ
の
た
め
ỏ

購
入
・
決
済
の
前
に
偽
サ
イ
ト

だ
と
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
Ố

　

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
ỏ

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し 

Ỷ
う
Ố

購
入
す
る
前
の 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

チ
ỻ
ỽ
ク
ポ
イ
ン
ト

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

◇
販
売
価
格
を
確
認

　

販
売
価
格
で
正
規
サ
イ
ト
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
難

し
い
で
す
が
ỏ
価
格
が
あ
ま

り
に
も
安
い
場
合
は
購
入
を

控
え
ま
し
Ỷ
う
Ố

◇
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
確
認

　

正
規
サ
イ
ト
に
似
せ
た
Ｕ
Ｒ

Ｌ
も
あ
る
の
で
ỏ
注
意
が
必

要
で
す
Ố

◇
事
業
者
の
住
所
を
確
認

　

偽
サ
イ
ト
に
は
ỏ
事
業
者
の

住
所
の
記
載
が
な
い
ỏ
ま
た

は
記
載
さ
れ
た
住
所
を
調
べ

高
砂
交
通
安
全
協
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

マ
ス
ク

申
込
期
間　

2
月
1
日
 
Ỗ

申
込
方
法　

電
話
で
中
筋
公
民

館
ま
で

と
き
・
と
こ
ろ

◇
2
月
4
日
 

　

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館

◇
2
月　

日
 

24

　

高
砂
公
民
館

※　

い
ず
れ
も　

時
Ỗ　

時

10

11

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ỏ

紙
芝
居
ỏ手
遊
び
ỏ工
作
な
ど

地
元
企
業
合
同

就
職
面
接
＆
相
談
会

産
業
振
興
課

☎
4
4
3
・
9
0
3
0

　

地
元
企
業
が
合
同
で
就
職
面

接
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
Ố

一
日
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
会

社
説
明
ỏ
面
接
ỏ
就
職
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

　

参
加
者
に
は
ỏ
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
Ố

と　

き　

2
月　

日
 

21

　
　

時　

分
Ỗ　

時

13

30

16

　
ớ
受
付　

時
Ỗ　

時　

分
Ờ

13

15

30

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

ぼ
ỳ
く
り
ん
ホ
ồ
ル

対　

象　

お
お
む
ね　

歳
未
満

55

の
求
職
者

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

写
真
付
き
の
履
歴
書

ớ
一
つ
の
企
業
に
つ
き
1
枚
Ờỏ

ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク
カ
ồ
ド
ớ
登

録
者
の
み
Ờ
ỏ
筆
記
用
具

※　

参
加
企
業
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

※　

申
込
不
要

　少しでも不安に
思った場合は、消
費生活センターに
ご相談ください。

ネ
ỽ
ト
で
注
文
し
た
商
品
が
届
か
な
い
？

正
規
サ
イ
ト
を
模
倣
し
た

偽
サ
イ
ト
に
注
意
！

優
良
運
転
者
金
正
賞

高
砂
交
通
安
全
協
会

ớ
高
砂
警
察
署
別
館
内
Ờ

☎
4
4
3
・
1
5
4
1

公
民
館

ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館

☎
4
4
7
・
2
2
4
7

高
砂
公
民
館

☎
4
4
3
・
5
4
3
9

催

し

家
族　

ひ
な
ま
つ
り

DE

中
筋
公
民
館

☎
4
4
8
・
4
8
2
1

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ひ
な
祭
り

料
理
を
作
り
ま
し
Ỷ
う
Ố

と　

き　

2
月　

日
​

27

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

対　

象　

子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

5
組

参
加
費　

1
人　

円
500

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
ỏ
三
角
巾
ỏ

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

休
館
日 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

1
日
 

行
事
・
イ
ベ
ン
ト 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

※　

申
込
不
要
・
無
料 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

◇
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　

と　

き　

2
月
6
日
​

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

14

　

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

対　

象　

幼
児

　

※　

参
加
は
子
ど
も
の
み

◇
お
は
な
し
会

　

と　

き

　
　

2
月　

日
​
・　

日
​

13

20

　
　
　

時
Ỗ

14

　

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
ス
ト
ồ
リ
ồ
テ
リ
ン
グ

　

対　

象

　
　

5
歳
Ỗ
小
学
校
低
学
年

　

※　

参
加
は
子
ど
も
の
み

◇
え
ほ
ん
と
お
は
な
し
の
会

　

と　

き　

2
月　

日
 

17

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

　

内　

容　

わ
ら
べ
歌
あ
そ
び
ỏ

絵
本
ỏ
紙
芝
居
ỏ
折
り
紙

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

◇
親
と
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
唄

　

と　

き　

2
月　

日
 

25

　
　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

10

30

安
全
安
心
・
催
し

情
報
け
い
じ
ば
ん 　

ủ
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
Ứ

定　

員　

各　

人
20

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
ま
で

み
ん
な
で
シ
ネ
マ
リ
バ
イ
バ
ル

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

2
月　

日
 

21

内　

容

◇
こ
ど
も
シ
ネ
マ　
　

時　

分
Ỗ

10

30

　

ủ
わ
ら
し
べ
長
者
Ứ
他
2
編

◇
お
と
な
シ
ネ
マ　
　

時
Ỗ

14

　

ủ
蝉
し
ぐ
れ
Ứ

定　

員　

各　

人
20

申
込
期
間　

2
月
4
日
 

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
ま
で

図
書
館
名
誉
館
長
講
演
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

2
月　

日
​

27

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

13

30

定　

員　
　

人
20

申
込
期
間　

2
月
6
日
​

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
ま
で

耳
か
ら
愉
し
む 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

本
の
世
界
Ỗ
冬
編
Ỗ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

本
の
書
き
出
し
や
お
す
す
め

の
一
節
を
朗
読
し
ま
す
Ố

と　

き　

2
月　

日
 

12

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

10

30

読
み
手　

む
つ
み
会

定　

員　
　

人
17

　

内　

容　

わ
ら
べ
唄
ỏ
絵
本

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

◇
え
ほ
ん
の
も
り

　

と　

き　

毎
週
火
曜
日

　
　
　

時
Ỗ
ỏ　

時　

分
Ỗ

10

10

30

　

※　

2
月　

日
 
を
除
く
Ố

16

　

内　

容　

紙
芝
居
と
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

　

対　

象　

幼
児

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

◇
え
ほ
ん
の
も
り
ス
ペ
シ
Ỿ
ル

　

と　

き　

2
月　

日
 

16

　
　
　

時
Ỗ
ỏ　

時　

分
Ỗ

10

10

30

　

内　

容　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ 

ồ
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

対　

象　

幼
児

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

図
書
館
祭
2
0
2
1 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

図
書
館
リ
ニ
ỿ
ồ
ア
ル
オ
ồ

プ
ン
5
周
年
を
記
念
し
て
ỏ
本

に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

多
数
開
催
し
ま
す
Ố
本
を
借
り

た
人
に
は
ỏ
オ
リ
ジ
ナ
ル
読
書

グ
ỽ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
Ố

と　

き

　

2
月
2
日
 
Ỗ　

日
 

28

み
ん
な
で
シ
ネ
マ
ス
ペ
シ
Ỿ
ル

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

2
月
7
日
 

内　

容

◇
こ
ど
も
シ
ネ
マ　
　

時　

分
Ỗ

10

30

　

ủ
か
ぐ
や
姫
Ứ
他
2
編

◇
お
と
な
シ
ネ
マ　
　

時
Ỗ

14

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
ま
で

楽
し
い
紙
し
ば
い 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

高
砂
出
身
の
ủ
堀
尾
青
史
Ứ

の
紙
芝
居
を
実
演
し
ま
す
Ố

と　

き　

2
月　

日
 

14

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

10

30

演　

者　

青
木　

昭
子
氏

対　

象　

子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　
　

組
15

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
ま
で

科
学
実
験
教
室 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

2
月　

日
 

14

　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分

13

30

14

30

内　

容　

医
科
学
入
門
Ỗ
煮
干

し
で
知
る
体
の
仕
組
み

講　

師　

関
口　

芳
弘
氏

　

ớ
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化

学
研
究
所
Ờ

対　

象　

5
歳
以
上
の
子
ど
も

と
保
護
者

定　

員　
　

組
15

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
ま
で

ロ
ボ
ỽ
ト 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

わ
か
り
や
す
く
簡
単
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ỏロ
ボ
ỽ
トủ
こ

く
り
Ứ
を
動
か
し
て
み
よ
う
Ố

と　

き　

2
月　

日
 

28

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ　

時

13

30

15

対　

象　

小
学
1
Ỗ
3
年
生
と

保
護
者

定　

員　

4
組

申
込
期
間　

2
月
5
日
 

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

申
込
方
法　

直
接
図
書
館
ま
で

対　

象　

高
砂
市
に
住
民
票
が

あ
る
妊
婦

定　

員　
　

人
10

申
込
期
間

　

2
月
6
日
​
Ỗ
3
月
5
日
 

申
込
方
法　

市
公
式
ア
プ
リủ
た

か
さ
ご
ナ
ビ
Ứ
の
子
育
て
・

健
康
の
ủ
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン

の
受
付
予
約
Ứ
か
ら
予
約

※　

詳
し
く
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ 

ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

2
月
の
図
書
館

図
書
館

☎
4
3
2
・
1
3
5
5

高
砂
商
工
会
議
所

　

周
年
記
念
講
演
会

70高
砂
商
工
会
議
所

☎
4
4
3
・
0
5
0
0

ア
フ
タ
ồ
コ
ロ
ナ
に
備
え
て 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

Ỗ
人
生
大
逆
転
劇　

太
蔵
流
ỏ

 

チ
Ỿ
ン
ス
を
つ
か
む
技
術
Ỗ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

3
月　

日
 

22

と
こ
ろ　

文
化
会
館
じ
Ỷ
う
と

ん
ば
ホ
ồ
ル　

講　

師　

杉
村　

太
蔵
氏

定　

員　
　

人
300

し
め
切
り　

2
月　

日
 

26

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
商
工
会
議

所
ま
で

※　

申
込
書
は
商
工
会
議
所
に

あ
り
ま
す
Ố
商
工
会
議
所

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
で
も
取

り
出
せ
ま
す
Ố

オ
ン
ラ
イ
ン

プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
5
0

　

妊
婦
同
士
で
楽
し
く
お
し
Ỵ

べ
り
し
ま
せ
ん
か
Ố

と　

き　

3
月　

日
 

10

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ　

時

10

30

11

第
3
回　

石
の
宝
殿
・

竜
山
周
辺
史
跡
写
真
展

石
の
宝
殿
研
究
会

☎
0
9
0
・
6
9
1
7
・
9
9
1
9

　

国
史
跡
に
関
わ
る
ỏ
楽
し
く

魅
力
あ
る
風
景
写
真
を
展
示
し

ま
す
Ố
ま
た
ỏ
工
芸
品
や
歴
史

関
連
資
料
も
併
設
展
示
し
ま
す
Ố

と　

き

　

2
月　

日
​
Ỗ　

日
 

13

21

　

9
時
Ỗ　

時
17

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
兼
伊
保

公
民
館

テ
ồ
マ　

魅
力
を
伝
え
る
私
の

作
品

入
場
料　

無
料



広報たかさご

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

み
ど
り
の
相
談
所

市
ノ
池
公
園
み
ど
り
の
相
談
所

☎
4
4
7
・
6
4
0
1

花
と
緑
の
教
室 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

洋
ラ
ン
の植

え
替
え
と
育
て
方
②

と　

き　

2
月　

日
​

20

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
室

定　

員　
　

人
20

参
加
費　

無
料

申
込
期
間

　

2
月
9
日
 
Ỗ　

日
 

15

　

8
時　

分
Ỗ　

時

30

17

申
込
方
法　

電
話
で
み
ど
り
の

相
談
所
ま
で

※　

参
加
者
本
人
の
み
申
込
可

サ
ポ
ồ
ト
☆
き
ら
り
ｉ
ｎ
ｇ

対　

象　

市
内
在
住
の
就
学
前

の
子
ど
も
と
父
親

定　

員　
　

組
20

※　

子
ど
も
1
人
に
つ
き
保
護

者
1
人

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
障
が
い
・

地
域
福
祉
課
ま
で

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
Ố

　
　
　
　
ớ
1
チ
ồ
ム
Ờ

※　

秋
季
大
会
に
不
参
加
の
チ 

ồ
ム
は
登
録
料
2
ỏ
0
0
0

円
が
別
途
必
要

※　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

人
を
優
先

し
め
切
り　

3
月　

日
 
必
着

19

申
込
方
法　

郵
送
ま
た
は
電
話

で
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
協
会
事
務

局
ớ　
男
子　
〒　

－

　
　

荒

676

0011

井
町
小
松
原
2－

　

－

　

ỏ

15

12

女
子　
〒　

－

　
　
阿
弥
陀
町

676

0805

阿
弥
陀　

－

　

Ờ
ま
で

1351

18

申
込
方
法　

電
話
で
文
化
ス
ポ 

ồ
ツ
課
ま
で

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ
ま
で

と　

き　

3
月
6
日
​

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分

10

30

11

30

　
　
　
　
ớ
受
付　

時
Ỗ
Ờ

10

と
こ
ろ　

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ

ン
タ
ồ

内　

容　

父
と
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
と
お
も
ち
Ỵ
作
り

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て

め
ざ
せ
イ
ク
メ
ン
！

　
　
　

親
子
で
遊
ぼ
う

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

ớ
障
が
い
・
地
域
福
祉
課
内
Ờ

☎
4
4
3
・
9
0
2
7

ス

ツ

ポ
ồ

　
　

日
間
の
運
動
を
達
成
し
た

100
人
に
ỏ
高
砂
市
の
特
産
品
が
抽

選
で
当
た
り
ま
す
Ố
達
成
し
た

人
は
ỏ
ぜ
ひ
抽
選
に
応
募
し
て

く
だ
さ
い
！

し
め
切
り　

3
月
5
日
 

申
込
方
法　

チ
Ỿ
レ
ン
ジ
カ
ồ

ド
に　

日
間
の
運
動
記
録
と

100

必
要
事
項
を
記
入
の
上
ỏ
直

接
ま
た
は
郵
送
で
文
化
ス
ポ 

ồ
ツ
課
ớ
〒　

－

　
　

荒
井

676

8501

町
千
鳥
1－

1－

1
Ờ
ま
で

※　

総
合
体
育
館
ỏ
各
市
民
サ 

文
化
ス
ポ
ồ
ツ
課

☎
4
4
3
・
9
1
3
6

に
こ
に
こ
健
康
チ
Ỿ
レ
ン
ジ

抽
選
応
募
は
お
忘
れ
な
く
！

と　

き　

2
月　

日
 

22

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

定　

員　
　

人
程
度

10

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
ỏ

ス
ニ
ồ
カ
ồ
ỏ
タ
オ
ル
ỏ
飲

み
物

し
め
切
り　

2
月　

日
 

15

申
込
方
法　

電
話
で
文
化
会
館

ま
で

健
康
な
体
づ
く
り
！

太
極
拳
無
料
体
験
講
座

文
化
会
館

☎
4
4
2
・
4
8
3
1

ồ
ビ
ス
コ
ồ
ナ
ồ
・
市
民

コ
ồ
ナ
ồ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
Ố

※　

応
募
は
1
人
1
回
の
み

春
季
高
砂
市
民

男
女
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
大
会

高
砂
市
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
協
会
事
務
局

男
子　

☎
0
8
0
・
5
3
0

9
・
6
6
9
4

女
子　

☎
0
9
0
・
4
5
0

1
・
7
7
0
2

と　

き　

3
月　

日
 

28

　
　
　
　

9
時
Ỗ

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

種　

目　

9
人
制
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル

参
加
費　

3
ỏ
0
0
0
円

学

ぶ

高
砂
文
化
教
室ủ
高
砂
学
Ứ

文
化
ス
ポ
ồ
ツ
課

☎
4
4
3
・
9
1
3
6

子
ど
も
寺
子
屋 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

お
琴
の
体
験
教
室

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

3
月　

日
 

25

　
　
　
　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

12

と
こ
ろ　

申
義
堂

講　

師　

横
出　

春
音
氏

　
　
　
　

横
出　

春
優
氏

　
　
　
　
ớ
生
田
流
新
絃
社
Ờ

対　

象　

小
学
生

定　

員　
　

人
10

参
加
費　

無
料

し
め
切
り　

3
月　

日
 

12

働
く
第
一
歩
セ
ミ
ナ
ồ

あ
か
し
若
者
サ
ポ
ồ
ト
ス

テ
ồ
シ
ἀ
ン

☎
0
7
8
・
9
1
5
・
0
6
7
7

コ
ツ
を
つ
か
ん
で
次
へ
進
む 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

面
接
に
つ
な
が
る

 

応
募
書
類
の
書
き
方

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

2
月
9
日
 

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

講　

師　

藤
村　

和
代
氏

定　

員　
　

人
10

申
込
方
法　

電
話
で
あ
か
し
若

者
サ
ポ
ồ
ト
ス
テ
ồ
シ
ἀ
ン

ま
で

生
活
応
援
セ
ミ
ナ
ồ

　
　
　
　
　
　

法
律
編

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
7
・
4
1
1
0

と　

き　

2
月　

日
‌

23

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

10

11

30

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

内　

容　
　

年
ぶ
り
の
相
続
法

40

改
正
Ỗ
争
い
に
な
ら
な
い
た

め
の
準
備
を
Ỗ

講　

師　

塩
⃻　

篤
史
氏

　
　
　
　
ớ
塩
⃻
法
律
事
務
所
Ờ

定　

員　
　

人
30

新
入
社
員
研
修
講
座

高
砂
商
工
会
議
所

☎
4
4
3
・
0
5
0
0

即
戦
力
を
身
に
付
け

プ
ロ
社
員
を
め
ざ
す
！

　

新
入
社
員
向
け
の
社
会
人
と

し
て
の
心
構
え
・
マ
ナ
ồ
・
考

え
方
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
Ố

と　

き　

4
月
9
日
 

　

9
時　

分
Ỗ　

時　

分

30

16

30

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

講　

師　

桑
田　

朋
美
氏

対　

象　

新
入
社
員

定　

員　
　

人
35

受
講
料

◇
会
員
事
業
所

1
人
2
ỏ
0
0
0
円

◇
一
般　

1
人
4
ỏ
0
0
0
円

※　

昼
食
代
を
含
む
Ố

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
商
工
会
議

所
ま
で

※　

申
込
書
は
商
工
会
議
所
に

あ
り
ま
す
Ố
商
工
会
議
所

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
で
も
取

り
出
せ
ま
す
Ố

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

　

月
額
使
用
料　

7
ỏ3
0
0
円

◇
Ｊ
Ｒ
宝
殿
駅
前
駐
車
場

　

定　

員　
　

人
11

　

月
額
使
用
料　

9
ỏ5
0
0
円

※　

1
人
1
区
画
の
み
ỏ
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選

使
用
期
間　

4
月
1
日
Ỗ
令
和

4
年
3
月　

日
31

※　

定
期
駐
車
の
み
ỏ
一
時
駐

車
不
可

対　

象　

積
載
物
を
含
め
た
長

さ
が
5
メ
ồ
ト
ル
以
下
の
普

通
自
動
車

申
込
期
間

　

2
月
1
日
 
Ỗ　

日
 

15

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
必
要
書
類

を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵
送

で
極
東
開
発
パ
ồ
キ
ン
グ
㈱

ớ
〒　

－

　
　

大
阪
市
中
央

541

0047

区
淡
路
町
4－

3－

　

Ｔ
Ｍ

10

Ｍ
ビ
ル
3
階
Ờ
ま
で

※　

申
込
書
は
ま
ち
づ
く
り
部

管
理
課
ỏ
各
市
民
サ
ồ
ビ
ス

コ
ồ
ナ
ồ
・
市
民
コ
ồ
ナ
ồ

に
あ
り
ま
す
Ố
極
東
開
発
パ 

ồ
キ
ン
グ
㈱
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

か
ら
で
も
取
り
出
せ
ま
す
Ố

区
画
抽
選
日 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　

2
月　

日
 

28

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

13

30

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

催
し
・
ス
ポ
ồ
ツ
・
学
ぶ
・
募
集

情
報
け
い
じ
ば
ん

満
た
す
人

◇
令
和
3
年
度
高
砂
市
国
際
交

流
協
会
会
員

◇
協
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
ỏ
協

会
の
活
動
に
協
力
で
き
る

◇
協
会
主
催
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
で
き
る

◇
継
続
し
て
受
講
で
き
る

※　

講
座
申
込
時
に
協
会
に
入

会
で
き
ま
す
ớ
年
会
費
1
ỏ

0
0
0
円
Ờ
Ố

定　

員　

各　

人
15

※　
　

人
未
満
の
場
合
は
開
講

10
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
Ố

受
講
料　

3
0
ỏ
0
0
0
円

※　

別
途
ỏ
教
材
費
が
必
要

※　

初
回
に
一
括
前
納
ỏ
途
中

辞
退
で
の
返
金
は
不
可

し
め
切
り　
3
月
5
日
 　
　

時
17

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
国
際
交
流
協
会
ま
で

※　

申
込
受
付
後
ỏ
3
月
中
旬

に
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
Ố

青
年
の
家

ウ
ク
レ
レ
体
験
教
室

　

詳
し
く
は
ỏ
青
年
の
家
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

と　

き

　

2
月　

日
 
・　

日
 

16

18

　
　

時
Ỗ
ỏ　

時
Ỗớ
全
4
回
Ờ

10

11

と
こ
ろ　

青
年
の
家

対　

象　
　

歳
以
上

18

定　

員　

5
人

参
加
費　
　

円
500

持
ち
物　

ウ
ク
レ
レ

※　

貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
Ố

申
込
期
間

　

2
月
2
日
 
Ỗ　

日
 

12

申
込
方
法　

電
話
で
青
年
の
家

ま
で

青
年
の
家

☎
4
4
3
・
2
1
5
5

韓
国
語
・
英
語
講
座

国
際
交
流
協
会

☎
4
4
3
・
9
1
3
2

と　

き　

4
月
Ỗ
令
和
4
年
2

月
の
毎
週
月
曜
日ớ
全　

回
Ờ

37

◇
韓
国
語
講
座ớ
初
心
者
向
け
Ờ

　
　

時
Ỗ　

時　

分

17

18

30

◇
英
会
話
講
座
ớ
初
・
中
級
Ờ

　
　

時
Ỗ　

時　

分

19

20

30

と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎
4
階

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て

高
砂
市
駐
車
場
使
用
者
募
集

極
東
開
発
パ
ồ
キ
ン
グ
㈱

☎
0
6
・
4
7
0
7
・
3
5
8
5

◇
寺
前
駐
車
場

　

定　

員　
　

人
22

募

集

と　

き　

4
月
Ỗ
令
和
4
年
3

月
の
毎
週
月
曜
日

　
　

時
Ỗ　

時

10

15

※　

期
間
終
了
後
も
自
主
活
動

が
あ
り
ま
す
Ố

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以

20

上
の
陶
芸
初
心
者

※　

他
の
陶
芸
ク
ラ
ブ
・
教
室

に
参
加
し
て
い
る
人
を
除
く
Ố

定　

員　
　

人
15

参
加
費　

1
ỏ
0
0
0
円

※　

別
途
資
料
代
1
ỏ
0
0
0

円
ỏ
実
習
な
ど
に
伴
う
費
用

が
必
要

見
学
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

事
前
に
教
育
セ
ン
タ
ồ
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
Ố

と　

き　

2
月
8
日
 
・　

日
15

 
・　

日
 

22

教
育
セ
ン
タ
ồ　

☎
4
4
8
・
4
1
9
1

ủ
学
び
直
し
Ứ
は
教
育
セ
ン
タ
ồ
で
！

松
陽
学
園
ỏ
陶
芸
教
室
の
生
徒
募
集
！

松
陽
学
園　

新
入
生
募
集

と
こ
ろ　

教
育
セ
ン
タ
ồ

申
込
期
間　

2
月
8
日
 
Ỗ
3
月
5
日
 

※　

土
・
日
ỏ
祝
日
を
除
く
Ố

申
込
方
法　

必
要
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ỏ
郵
便

番
号
ỏ
住
所
ỏ
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
は
が
き
を
添

え
て
教
育
セ
ン
タ
ồ
ま
で

※　

必
要
書
類
は
ỏ
教
育
セ
ン
タ
ồ
ỏ
市
役
所
本
庁
舎
1

階
受
付
ỏ
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
Ố
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

か
ら
で
も
取
り
出
せ
ま
す
Ố

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

陶
芸
教
室
生
徒
募
集

　

講
座
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の

楽
し
み
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
ỏ
楽
し
い
学
園
生

活
を
送
り
ま
せ
ん
か
Ố

と　

き　

4
月
Ỗ
令
和
7
年
3

月
の
主
に
月
曜
日ớ
4
年
制
Ờ

　
　

時
Ỗ　

時

10

12

※　
ớ
年
間　

回
程
度
Ờ

26

対　

象　

昭
和　

年
4
月
1
日

35

以
前
に
生
ま
れ
た
人

※　

卒
業
生
の
再
入
学
は
不
可

定　

員　
　

人
100

受
講
料　

無
料

※　

別
途
資
料
代
1
ỏ
5
0
0

円
や
団
体
保
険
ỏ
実
習
な
ど

に
伴
う
費
用
が
必
要

体
験
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

事
前
に
教
育
セ
ン
タ
ồ
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
Ố

と　

き

　

2
月
8
日
 
Ỗ　

日
 

26

※　

土
・
日
ỏ
祝
日
を
除
く
Ố



広報たかさご

進
課
に
あ
り
ま
す
Ố
市
ホ
ồ

ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
で
も
取
り
出

せ
ま
す
Ố

※　

詳
し
く
は
ỏ
市
民
活
動
推

進
課
ま
で

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

活
動
団
体
募
集

市
民
活
動
推
進
課

☎
4
4
3
・
9
0
0
6

　

ア
ダ
プ
ト
と
は
ỏ英
語
でủ
養

子
に
す
る
Ứ
と
い
う
意
味
で
す
Ố

　

生
活
に
最
も
身
近
な
公
共
の

場
で
あ
る
道
路
・
緑
道
・
河
川

な
ど
を
ỏ
わ
が
子
の
よ
う
に
愛

情
を
持
ỳ
て
見
守
り
ỏ管
理ớ
清

掃
美
化
活
動
Ờ
を
行
う
団
体
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
Ố

活
動
期
間　
お
お
む
ね
2
年
以
上

活
動
区
域　

市
が
管
理
す
る
道

路
ỏ
緑
道
ỏ
河
川
な
ど

活
動
内
容　

除
草
や
清
掃
な
ど

の
美
化
活
動
ỏ施
設
の
損
傷
・

不
法
投
棄
の
情
報
提
供
な
ど

対　

象　

市
内
の
グ
ル
Ổ
プ
ỏ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ỏ
自
治
会
ỏ
事

業
者
な
ど
3
人
以
上
で
構
成

さ
れ
る
団
体

活
動
支
援　

活
動
に
必
要
な
清

掃
用
具
の
支
給
ま
た
は
貸
与
ỏ

ア
ダ
プ
ト
サ
イ
ン
ớ
看
板
Ờ

の
設
置
ỏ
市
民
総
合
賠
償
補

償
保
険
の
適
用
な
ど

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
市
民
活
動

推
進
課
ま
で

※　

申
込
書
は
ỏ
市
民
活
動
推

旧花井家住宅
●

旧花井家住宅
●

　老人憩の家
●川地蔵
　老人憩の家
●川地蔵

加
古
川

堀
川

相生橋西詰交差点

新相生橋
23時～翌日 5時　通行止

め

　( 5 時～23時は通行可
)　

23時～翌日 5時　片
側交互通行

旧相生橋

　通行止め区間

N

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
募
集

市
民
活
動
推
進
課

☎
4
4
3
・
9
0
0
6

鯖
4
4
3
・
0
0
0
9

　

市
と
市
民
が
協
働
し
ỏ
よ
り

一
層
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
ỏ

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
へ
の
登
録

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
Ố

　

高
砂
海
浜
公
園
の
ア
オ
サ
清

掃
ỏ
た
か
さ
ご
万
灯
祭
ỏ
高
砂

マ
ラ
ソ
ン
ỏ
高
砂
市
美
術
展
な

ど
ỏ
市
や
各
種
団
体
が
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
ỏ
ボ
ラ
ン
テ
ỹ

ア
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
Ố

登
録
期
間　

1
年
間

※　

申
し
出
が
な
い
限
り
自
動

更
新
さ
れ
ま
す
Ố

申
込
方
法　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
直
接
ま
た

は
フ
Ỹ
ク
ス
で
市
民
活
動
推

進
課
ま
で

※　

申
請
書
は
ỏ
市
民
活
動
推

進
課
に
あ
り
ま
す
Ố
市
ホ
ồ

ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
で
も
取
り
出

せ
ま
す
Ố

お

せ

知
ら

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ
ン
タ
ồ

　
　
　
　
　
　
　
　

休
館
日

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
1
・
8
9
4
8

　

2
月　

日
‌
は
メ
ン
テ
ナ
ン

11

文
化
会
館

友
の
会
会
員
募
集

文
化
会
館

☎
4
4
2
・
4
8
3
1

期　

間　

4
月
1
日
 
Ỗ
令
和

4
年
3
月　

日
 

31

特　

典　

チ
ケ
ỽ
ト
の
優
先
販

売
・
割
引
ỏ
講
座
受
講
料
の

割
引
ỏ
イ
ン
フ
Ỽ
メ
ồ
シ
ἀ

ン
サ
ồ
ビ
ス
ỏ
公
演
へ
の
招

待
ỏ
特
約
店
で
の
割
引
優
待

年
会
費　

1
ỏ
5
0
0
円

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
会
費
を
添

え
て
直
接
文
化
会
館
ま
で

※　

申
込
書
は
文
化
会
館
に
あ

り
ま
す
Ố

※　

郵
便
振
込
も
可
ớ
振
込
手

数
料
は
会
員
負
担
Ờ

※　

詳
し
く
は
ỏ文
化
会
館
ま
で

※　

市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
の
電
子

申
請
か
ら
で
も
申
し
込
み
可

相
生
橋
橋
脚
梁

拡
幅
工
事
に
伴
う

　

夜
間
通
行
規
制

加
古
川
土
木
事
務
所
道
路
第
1
課

☎
4
2
1
・
9
4
0
4

　

相
生
橋
西
詰
交
差
点
の
交
通

渋
滞
の
解
消
と
安
全
な
歩
行
者
・

自
転
車
通
行
の
確
保
の
た
め
ỏ

相
生
橋
の
拡
幅
と
交
差
点
の
改

良
を
進
め
て
い
ま
す
Ố

　

3
月
中
旬
に
は
ỏ
一
部
橋
脚

梁
部
の
拡
幅
工
事
を
行
い
ま
す
Ố

工
事
に
伴
い
ỏ
夜
間
の
み
北
側

の
新
相
生
橋
を
通
行
止
め
に
し
ỏ

南
側
の
旧
相
生
橋
が
片
側
交
互

通
行
と
な
り
ま
す
ớ
交
通
誘
導

員
に
よ
り
誘
導
し
ま
す
Ờ
Ố

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ỏ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
Ố

と　

き

　

3
月
中
旬
の
6
日
間
程
度

　
　

時
Ỗ
翌
日
5
時

23
※　

5
時
Ỗ　

時
は
通
行
可

23

※　

日
程
は
決
ま
り
次
第
看
板

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
Ố

※　

橋
脚
梁
部
拡
幅
工
事
は
令

和
4
年
度
中
に
完
成
予
定

ス
の
た
め
休
館
し
ま
す
Ố

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

情
報
け
い
じ
ば
ん

募
集
・
お
知
ら
せ

妊
婦
特
別
支
援
金

保
健
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
3
6

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊
婦
の

不
安
解
消
の
一
助
と
し
て
ỏ
支

援
金
を
給
付
し
ま
す
Ố

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
妊
婦

◇
申
請
日
と
申
請
翌
月
末
日
に

お
い
て
ỏ
高
砂
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
が
あ
る

◇
令
和
3
年
3
月　

日
ま
で
に

31

妊
娠
届
出
書
を
提
出
し
て
い

る
給
付
額　

5
万
円

給
付
方
法　
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Ố

vol.35vol.35

地球にやさしく地球にやさしく

エコラムエコラムエコラム
環境に関することばを紹介する

「エコラム」をお届けします。

環境政策課　☎443ɻ 9029

　電気を充電して蓄え、繰り返し使用することができる電池
を蓄電池といいます。スマートフォンやパソコンなどに内蔵
されているバッテリーも蓄電池の一種です。
　近年、家庭で電気を蓄えることができる住宅用蓄電池が注
目されています。住宅用蓄電池には、大きく分けて次の3つ
の役割があります。

　1　．「余らせて売る」から「うまく活用する」
　　自宅の太陽光発電などの再生可能エネルギー電源が必要
以上に発電した時、使い切れない電気を住宅用蓄電池に蓄
えておき、必要な時に利用することができます。前回のエ
コラムで紹介した「卒ＦＩＴ」つまり固定価格買取制度が終
了したあと、余った電気は、「売る」から蓄電池により
「蓄えて自宅で消費する」ことに変えることができます。

　2　．防災に役立てる
　　災害などで停電が発生した場合、住宅用蓄電池に電気を
蓄えておけば、非常用電源として使うことができます。災
害時には、食料の冷蔵、携帯電話の充電などが困難になる
ことが想定されますが、蓄電池があれば家電品の必要最低
限の電源を確保することができます。

　3　．電気代の節約が可能
　　電気料金が安い夜の時間帯に蓄電池に充電し、蓄えた電
気を電気単価の上がる昼間の時間帯に利用することで、電
気代を節約することができます。

　電気の需要量は、時間帯によって大きく変動します。ピー
ク時の電力供給を住宅用蓄電池から賄う家庭が増えれば、発
電所の発電設備も効率的な運転ができ、電気のエコな利用を
促すことができます。
　また、電気を発電所から市街地まで送る際には、多くの送
電ロスが生じます。太陽光発電など各家庭で発電した電気を
住宅用蓄電池に蓄え、家庭内で使用することで、送電ロスも
最小限に抑えることができます。
　蓄電池を活用すれば、地産地消の効率的な電力利用を促進
し、より一層エコにつながるといえるでしょう。

「住宅用蓄電池」
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保健センター
☎443－3936

【花粉症の症状を和らげる食事の方法】

　花粉症は、植物に含まれる花粉が原因となって、くしゃみや鼻水などの症状を起こすアレルギーの一種です。
花粉症の要因には遺伝などがありますが、食生活やストレスなども悪化の要因とされています。

①栄養バランスを整える
　　主食（ご飯・パン・麺など）、主菜（肉・魚・卵・
大豆製品のおかず）、副菜（野菜や海藻、キノコ類の
おかず）のそろった食事を心掛けましょう。

②青魚を食べる
　　サバやイワシなどの青魚に含まれるEPA（エイコ
サペンタエン酸）やDHA（ドコサヘキサエン酸）は
免疫を正常化し、アレルギー症状を緩和する働きがあ
るといわれています。

③野菜や果物を食べる
　　腸内環境を整える食物繊維や、免疫力を高めるビタ
ミンCが豊富です。特に緑黄色野菜には、粘膜を強く
するβカロテンが多く含まれています。

④発酵食品を食べる
　　味噌や納豆、ヨーグルトなどの発酵食品は腸内環境
を整える作用があります。腸には免疫細胞が多く存在
するため、腸内環境を整えることで、免疫力を正常に
保ち、アレルギー症状を緩和するといわれています。

【材料( 4 人分)】
　小松菜150g、クルミ30g、味噌大さじ1/2、砂
糖大さじ1/2、しょうゆ小さじ1/2、酒小さじ 1

【作り方】
　①クルミはフライパンで炒り、粗みじん切りにする。
　②小松菜は茹でて冷水にとり、水気を絞って長さ 3㎝に切る。
　③クルミと調味料を混ぜ、小松菜とあえる。

作ってみよう!

小松菜の味噌クルミ和え

花粉症を乗り切ろう！
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用
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取
り

出
せ
ま
す
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次
の
家
畜
を
1
頭
ớ
羽
Ờ
以

ヒトの歯とサメの歯

　赤ちゃんのころから生え出した乳歯。成長の過程で乳歯は
前歯から順々に生え替わっていき、大人の歯が並んでいきま
す。この大人の歯は、一度失えば二度と生えてこないため、
大切に扱わなければなりません。
　一生のうちに1回しか生え替わらない人間の歯。ですが、
世の中にはサメのような、一生のうち2万本以上も歯が生え
替わる生き物もいます。

　サメは、顎骨に6～20列の歯が並び、中には3，000本の歯
を持つ種類のサメもいるそうです。餌を捕るときは前から　2　
列までの歯を使い、前列の歯が割れたりすり減ったりすると
自然に歯は抜け落ちていき、代わりに後ろの歯が移動して前
へ出てきます。サメの歯は、約2～3日ごとに交換され、い
つも鋭い状態になっています。人間の歯と違い、抜けては生
えてを何度も繰り返すことができるので、うらやましいです
よね。

　これに対して人間の歯は、顎骨に直接結合していません。
人間の歯は、 歯  槽  骨 

し そう こつ

や 歯  根  膜 というものによって支えられて
し こん まく

います。歯槽骨が歯の根元を包み込み、歯根と歯槽骨の間の
歯根膜が衝撃を吸収してクッション代わりになっています。
このため、人間の歯は丈夫で壊れにくく、噛む能力も格段に
向上しています。
　逆にいえば、サメの歯が抜けやすい原因の一つは、人間と
違い、歯を支えている歯槽骨や歯根膜がないことといえるで
しょう。

　人間は進化の過程で、何度も生え変わる歯より、性能が良
くて長持ちする歯を選んだといえます。しかし、歯周病など
が進んでしまうと、歯を支えるはずの歯槽骨や歯根膜が破壊
されてしまいます。高性能の歯を大切にするためには、口腔
ケアに力を入れる必要があります。
　厚生労働省と日本歯科医師会では、「8020運動」を推進し
ています。これは、80歳まで自分の歯を20本残すことをめざ
すものです。
　歯の健康を保つことは、活気ある老後につながります。サ
メの歯のように抜け落ちてしまわないよう、しっかり歯周病
予防を行いましょう。また、大切な歯を守るために、歯科医
院で定期的な検診を受けましょう。

播磨歯科医師会　大木　雄輔

情
報
け
い
じ
ば
ん

お
知
ら
せ



広報たかさご

子
ど
も
の
人
権
教
育
学
級

　

み
の
り
会
館
で
は
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
部
落
差
別
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
外
国
人
な
ど
の
人
権
問
題
、

い
じ
め
問
題
な
ど
の
解
決
を
め
ざ
し
て
学
習
会
や
講
座
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容

　

平
成
31
年
4
月
に
児
童
虐
待

防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
「
親
が

し
つ
け
に
際
し
て
、
体
罰
を
禁

じ
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

　

令
和
2
年
10
月
27
日
に
、
生

石
研
修
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

臨
床
発
達
心
理
士
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
五
百
蔵
佳
世
子
さ
ん

の
講
演
「『
体
罰
禁
止
』
で
子
育

て
ど
う
す
る
？
」を
行
い
、市
内

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の

保
護
者
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

た
。
折
し
も
生
活
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
の
自
粛
が
続
き
、
親
も

子
も
イ
ラ
イ
ラ
が
増
す
ば
か
り

の
毎
日
で
す
。

体
罰
の
問
題
性

　

体
罰
は
、
大
人
の
感
情
の
は

け
口
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
し
ば
し
ば
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
恐
怖
感
で
子
ど
も
の
言
動

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
し
ま
う

と
、
他
の
し
つ
け
方
法
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

体
罰
を
受
け
た
子
ど
も
は
、

心
や
行
動
面
で
問
題
を
抱
え
、

学
習
意
欲
の
低
下
や
無
気
力
、

非
行
、
う
つ
病
な
ど
が
見
ら
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
罰
を
目
撃
し
た
子

ど
も
に
も
深
い
心
理
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

体
罰
に
頼
ら
な
い

子
育
て
の
た
め
に

　

子
育
て
に
は
、子
ど
も
が「
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ

て
も
ら
え
た
」
と
思
え
る
よ
う

な
関
わ
り
方
が
大
切
で
す
。
子

ど
も
の
話
を
よ
く
聞
き
、
効
果

的
に
ほ
め
る
こ
と
、
叱
る
と
き

は
、
過
去
を
引
き
ず
っ
た
り
全

否
定
し
た
り
し
な
い
よ
う
、
そ

の
時
の
子
ど
も
の
行
動
だ
け
を

叱
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

女
性
の
人
権
研
修

主
な
内
容

　

企
業
に
は
、
採
用
の
男
女
比
、

女
性
管
理
者
の
割
合
な
ど
の
行

動
計
画
を
作
成
し
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
は
、

2
0
2
0
年
に
女
性
管
理
者
の

割
合
を
3
割
に
増
や
す
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
女
性

の
管
理
職
は
5
年
前
と
変
わ
ら

ず
1
割
程
度
で
す
。

　

男
女
の
格
差
を
示
す
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
で
は
、

日
本
は
、
153
カ
国
中
121
位
で
あ

り
、
諸
外
国
か
ら
比
べ
る
と
遅

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
11
月
11
日
に
、
み

の
り
会
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
の
生

田
周
司
さ
ん
の
講
演
「
『
自
分

ら
し
く
い
き
い
き
と
』
〜
女
性

の
人
権
〜
」
を
行
い
、
米
田
町

連
合
婦
人
会
の
33
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

女
性
活
躍
を
阻
む
壁

　

女
性
の
正
規
採
用
が
少
な
い

上
、
出
産
や
育
児
に
よ
る
キ
ャ

リ
ア
の
中
断
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
責
任
の
重
た
い
仕

事
は
女
性
に
は
無
理
だ
」
「
育

児
中
は
大
変
だ
か
ら
こ
の
仕
事

は
か
わ
い
そ
う
だ
」
な
ど
の
無

意
識
の
偏
見
が
あ
り
ま
す
。
配

慮
は
必
要
で
す
が
、
過
剰
な
配

慮
は
成
長
と
活
躍
を
阻
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
女
性
に

と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

セ
ク
ハ
ラ
は
、
相
手
の
意
に

反
す
る
性
的
言
動
、
ま
た
、
相

手
が
不
快
に
感
じ
嫌
だ
と
思
う

よ
う
な
性
的
言
動
を
い
い
ま
す
。

他
に
も
、
妊
娠
・
出
産
な
ど
を

理
由
に
不
利
益
な
扱
い
を
す
る

マ
タ
ハ
ラ
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
）
、
独
身
者
に
結
婚

し
な
い
理
由
の
詮
索
を
す
る
な

ど
の
マ
リ
ハ
ラ
（
マ
リ
ッ
ジ
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

立
場
上
訴
え
る
こ
と
も
で
き

ず
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ

る
人
も
多
く
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
社
会
を

　

社
会
に
残
る
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
に
よ
り
、
家
庭
や
職

場
で
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
起
き

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
配
偶
者
や

恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）

な
ど
「
女
性
に
対
す
る
人
権
侵

害
」
も
重
大
な
問
題
で
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、
法
律
に
基
づ

き
Ｄ
Ⅴ
対
策
も
推
進
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
女
性
が
被
害
を

訴
え
に
く
い
こ
と
か
ら
問
題
が

潜
在
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
周
囲
の
理

解
と
協
力
が
重
要
で
す
。

み
の
り
会
館
だ
よ
り

み
の
り
会
館　

☎
4
3
1
・
6
1
7
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マイ
タウン

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

◇　
み
の
り
会
館
だ
よ
り

マイマイ
タウンタウン
マイ
タウン 12・1月

▼12月23日㈬、市と高砂警察署が協力し、市役所本庁舎
正面玄関前で来庁者に向けて交通安全の啓発活動を行い
ました。夕暮れ時や夜間の反射材の活用、安全確認の徹
底など、交通事故防止のための呼びかけを行いました。

交通安全啓発活動
▼ 1月13日㈬～15日㈮、コープこうべ高砂店で、各家
庭から持ち寄られた「食べる見込みのない食品」を、
市内の福祉団体や施設、フードバンクなどに寄付する
フードドライブを実施しました。

食品ロスを減らそう！フードドライブ

消防出初式 ▼ 1月10日㈰、市役所南庁舎で行いました。消防活動に貢献した人たちの表彰を行い、
防火防災意識の向上を図りました。

兵庫県は、緊急事態措置実施区域に指定されています。

　　◇不要不急の外出自粛、特に夜20時以降の不要不急の外出自粛を徹底
してください。

　　◇こまめな手洗い、マスクの着用、毎日の検温などの健康管理や換気
を徹底してください。

　　◇発熱、息苦しさ、味覚の異常などの症状がある場合には、出勤、通
学などを控えるとともに、すぐにかかりつけ医などに電話相談して
ください。

緊急事態宣言発令中
（令和 3年 1月14日㈭～ 2月 7日㈰）！ ！

皆さんの生命・健康を守り、医療崩壊を防ぐために、新型コロナウイルス感
染症拡大防止に向け、さらなるご理解ご協力をお願いします。



広報たかさご

　2　月の救急医
内科・外科・小児科・耳鼻咽喉科

電話番号医院名・住所科目とき

☎443ɻ 5566荒川クリニック
荒井町日之出町内

　7　日

☎452ɻ 5222いちかわ内科循環器科
加古川市志方町上冨木内

☎448ɻ 5000大森整形外科医院
曽根町外

☎420ɻ 7333住吉医院
加古川市加古川町寺家町外

☎497ɻ 0700桃田小児科医院
稲美町中一色小

☎431ɻ 3213小野耳鼻咽喉科
米田町米田耳

☎432ɻ 2222阪本医院
神爪1丁目内

11日

☎441ɻ 7123よしおか内科クリニック
加古川市尾上町口里内

☎447ɻ 1019西垣医院
阿弥陀町阿弥陀外

☎426ɻ 2880後藤整形外科
加古川市神野町石守外

☎078ɻ
　943ɻ 0135

米山小児科
播磨町西野添1丁目小

☎078ɻ
　934ɻ 4133

平林耳鼻咽喉科クリニック
明石市大久保町大窪耳

☎433ɻ 1313増田内科医院
神爪5丁目内

14日

☎431ɻ 8151長谷川医院
加古川市西神吉町鼎内

☎434ɻ 2355ふじわら医院
米田町塩市外

☎426ɻ 8800やました整形外科
加古川市尾上町長田外

☎430ɻ 2111くろだ小児科
播磨町南大中1丁目小

☎435ɻ 3376寺岡耳鼻咽喉科
播磨町南野添3丁目耳

電話番号医院名・住所科目とき

☎432ɻ 5226魚川医院
米田町米田内

21日

☎432ɻ 2336おりべ内科医院
加古川市東神吉町砂部内

☎447ɻ 0100高砂西部病院
中筋1丁目外

☎420ɻ 7782ほうらい外科胃腸科医院
加古川市加古川町木村外

☎421ɻ 1235はしもとキッズクリニック
加古川市加古川町寺家町小

☎078ɻ
　921ɻ 8880

メープル耳鼻咽喉科
明石市小久保5丁目耳

☎431ɻ 0770飯尾医院
米田町島内

23日

☎422ɻ 3208奥窪医院
加古川市加古川町本町内

☎444ɻ 2112河野クリニック
高砂町栄町外

☎441ɻ 4722宮島整形外科クリニック
加古川市別府町別府外

☎441ɻ 8760ふじたこどもクリニック
稲美町国岡1丁目小

☎433ɻ 8741ふじもと耳鼻咽喉科
加古川市西神吉町岸耳

☎432ɻ 0230井上内科医院
加古川市別府町新野辺北町5丁目内

28日

☎432ɻ 0231藤岡内科医院
加古川市西神吉町大国内

☎442ɻ 3981市民病院
荒井町紙町外

☎078ɻ
　942ɻ 0333

塩津外科胃腸科
加古川市平岡町土山外

☎447ɻ 0100高砂西部病院
中筋1丁目小

☎078ɻ
　935ɻ 5011

浜本整形外科耳鼻咽喉科
明石市大久保町大久保町耳

診療時間　【内科・外科・小児科】9時～18時
　　　　　【耳鼻咽喉科】◇高砂市・加古川市・稲美町・播磨町　9時～18時
　　　　　　　　　　　　◇明石市　9時～17時
※　変更される場合がありますので、事前に各医療機関までお問い合わせください。

※　詳しくは、新聞・高砂市医師会ホームページをご覧ください。

診療時間
【歯科】9時～12時（受付11時30分まで）
　　　　13時～17時（受付16時まで）
【眼科】9時～18時（受付8時30分～17時30分）
※　受付時間内に来院してください。

電話番号医院名・住所科目

☎431ɻ 6060加古川歯科保健センター
加古川市米田町船頭5－1歯

☎079ɻ
　298ɻ 0119

姫路市休日・夜間急病センター
姫路市西今宿 3丁目7－21眼

歯科・眼科（日曜日・祝日・休日・年末年始）

診療時間
【内科】　21時～6時
【小児科】21時～24時

電話番号医院名・住所科目

☎431ɻ 8051加古川夜間急病センター
加古川市米田町船頭5－1内　小

内科・小児科（夜間）

2
月
の
健
診
・
相
談
・救急

医

令和⚓年⚒月⚑日発行　№⚙⚑⚑

問合先ところと　き内　容健診・相談名

保健センター
☎443－3936文化保健センター　2　月18日 　10時～11時30分

※　受付9時30分～
妊産婦、1歳未満の乳児と保護者を対象にした相談
テーマ「お口の中をのぞいてみよう」ひだまりサロン

子育て包括支援センター
☎443－3950文化保健センター　2　月16日 　9時45分～11時30分

※　受付9時30分～（要予約）
楽しくおしゃべり、仲間づくりができるサロン
テーマ「やってみよう『赤ちゃんのおふろ』」（定員 4組）

プレママサロン
（プレパパも参加可）

保健センター
☎443－3936市内実施医療機関対象者に個別通知しています。詳しくは、個別通知をご覧ください。

乳児保健相談

10カ月児健診

保健センター
☎443－3936文化保健センター　2　月5日 対象者に個別通知しています。 1歳 6カ月児健診

保健センター
☎443－3936文化保健センター　2　月19日 ・26日 対象者に個別通知しています。 3歳児健診

　2　月の相談
問合先ところと　き内　容相談名

市民活動推進課
☎443－9002

本庁舎2階
市民相談窓口（⑤番）月～金曜日　8時30分～12時、13時～17時市民の日常生活の諸問題に関する

相談市民相談

市民活動推進課
☎443－9002

本庁舎2階
市民相談窓口（⑤番）

　2　月5日 ・25日 　13時～16時
※　当日8時30分～12時電話受付（定員8人）

法律的な解釈が必要な生活上の問
題についての相談法律相談

市民活動推進課
☎443－9002

本庁舎2階
市民相談窓口（⑤番）　2　月22日 　13時～15時国・県に対する要望、苦情などの

相談行政相談

市民活動推進課
☎443－9002

本庁舎2階
市民相談窓口（⑤番）　2　月10日 　13時～15時遺言書、契約書、許認可申請など

の書き方や相続手続きなどの相談行政書士相談

近畿税理士会加古川支部
☎421－1144加古川税理士会館

　2　月　2　日 ・　9　日 ・16日 ・24日 
13時30分～16時30分　※　要予約
（24日は　9　時30分～12時、13時30分～16時30分）

税理士が税務の入り口をアドバイ
ス税務相談

国保医療課
☎443－9072

本庁舎1階
国保医療課（⑨番）　2　月10日 ・25日 　～19時国民健康保険料、後期高齢者医療

保険料の納付相談夜間納付相談

納税課
☎443－9018

本庁舎1階
納税課（②番）　2　月10日 ・25日 　～19時市県民税、固定資産税、軽自動車

税の納付相談夜間納付相談

消費生活センター
☎443－9078

本庁舎3階
消費生活センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時消費生活に関する相談消費生活相談

消費生活センター
☎443－9078

本庁舎3階
消費生活センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時消費者金融やクレジットなどの多

重債務に関する相談多重債務相談

青少年センター
☎443－6246

西庁舎4階
青少年センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時　非行、いじめ、虐待などの問題行

動に関する相談青少年相談

のびのび教室
☎490－4001教育センター月～金曜日　9時～16時

※　面談（要予約）は13時～16時不登校問題などに関する相談教育相談

人権推進室
☎443－9060

15日 　みのり会館
25日 　中央公民館　2　月15日 ・25日 　13時～15時名誉、差別、私的制裁、嫌がらせ、

いじめなど人権に関わる相談人権相談

障がい・地域福祉課
☎443－9027ユーアイ帆っとセンター　2　月　8　日 　14時～16時県委嘱相談員による障がい者（児）

の日常生活における相談
こころのサポート相談
（精神障がい者相談）

生活支援相談窓口
☎441－7782

西庁舎1階
障がい・地域福祉課月～金曜日　9時～12時、13時～17時仕事や暮らしの困りごとに関する

相談生活支援相談

地域包括支援センター
☎443－3723ユーアイ帆っとセンター　2　月24日 　10時～、11時～、13時～、

　　　　　　14時～、15時～　※　各1人
対話形式の記憶力チェック
（市内在住の65歳以上の人）

認知症予防相談
（あたまの健康チェック）

男女共同参画センター
☎443－9134西庁舎4階　相談室月～金曜日　9時30分～12時、13時～17時

※　電話相談・面接相談（要予約）
女性が抱えるさまざまな問題につ
いての相談

女性のための
こころの相談

男女共同参画センター
☎443－9134西庁舎4階　相談室　2　月22日 　13時～16時

※　要予約（定員6人）
女性の弁護士による法律相談
（事前にこころの相談を受けた人）

女性のための
法律相談

あかしサポステ
☎078－915－0677生石研修センター　2　月　9　日 　13時～15時50分15～49歳の人の仕事探しに関する

相談若者しごと相談

健康管理課
☎422－0002加古川健康福祉事務所　2　月17日 　9時30分～11時30分

※　要予約
管理栄養士による専門的な栄養相
談専門栄養相談

健康管理課
☎422－0002加古川健康福祉事務所　2　月10日 ・24日 　9時10分～10時

※　要予約
無料、匿名で行う血液検査
（一部有料）

エイズ・肝炎ウイルス
検査相談

地域保健課
☎422－0003加古川健康福祉事務所　2　月　8　日 ・22日 　13時～14時

※　要予約（　8　日はアルコール関連相談あり）精神科医師による個別相談こころのケア相談

　2　月の健診・相談

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、延期または中止になる場合があります。


